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行政常任委員会 

 

令 和 ２ 年 ９ 月 １ ５ 日 （ 火 ）               

午 前 １ ０ 時 ０ ０ 分 開  会               

 

○南委員長  おはようございます。 

 昨日に引き続き行政常任委員会を開催させていただきます。 

 本日、まず最初に代表監査の総評をいただいてから、質疑応答で３０分ほど時間

を取りたいと思います。市長は総評が終わったら退席ということになろうかと思い

ますけれども、よろしくお願いをいたしたいと思います。 

 それでは、早速ですけれども、平成元年度の決算の総括講評をお願いいたします。 

○福本代表監査委員  皆さん、おはようございます。監査委員の福本です。 

○南委員長  すみません。先に報告事項がございました。 

 本日の欠席通告者は、病気治療のため髙村委員さんと、小川委員さんは後刻出席

の予定です。 

 それでは、すみません。お願いいたします。 

○福本代表監査委員  改めまして、皆様、おはようございます。監査委員の福本

でございます。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

 それでは、着席のまま失礼いたします。そして、マスクは外させていただきます

ので、よろしくお願いいたします。 

 地方自治法第２３３条第２項並びに地方公営企業法第３０条第２項の規定により、

尾鷲市長から審査に付された令和元年度各会計決算について審査を行った結果、別

冊の審査意見書のとおり取りまとめましたので、その概要について御説明申し上げ

ます。 

 それでは、お手元の令和元年度尾鷲市一般会計・各特別会計歳入歳出決算審査意

見書１ページを御覧ください。通知いたします。 

 １、審査の対象は、令和元年度一般会計歳入歳出決算並びに３本の特別会計歳入

歳出決算及び附属書類となります。 

 ３番の審査の方法といたしましては、審査に付された決算書及び附属書類が法令

の規定に基づき適正に作成されているか、予算執行は議会の議決に沿って適正に行

われているか、財産運営上の問題点は何かという点に留意して、決算書類の計数を

関係諸帳簿と照合し、併せて定期監査、例月出納検査等の結果も参考に慎重に審査
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いたしました。 

 ４、審査の結果といたしましては、審査に付された各会計歳入歳出決算書及び附

属書類は、いずれも関係法令に準拠して作成されており、その計数は関係諸帳簿と

照合した結果、正確であると認められました。 

 次ページ以降、一般会計につきましては６ページから５７ページに、特別会計に

ついては６０ページから７５ページに、それぞれの歳入歳出決算額を款別に前年度

と比較し整理いたしました。 

 また、７６ページには、実質収支に関する調書、７７ページから７９ページに財

産に関する調書を整理いたしました。 

 ８０ページのむすびを御覧ください。通知いたします。 

 まずは、一般会計であります。本年度の一般会計に係る予算の執行、財産の管理

など財務に関する事務の執行については、おおむね適正に処理されているものと認

めます。 

 本市を取り巻く経済情勢は、人口減少、令和２年３月３１日現在で１万７,４２

１人になっております。前年度比３５３人、１.９％の減でございます。そして、

少子化等の影響により、長期にわたり活力が低下してきている中で、財政運用にお

いては、主な自主財源である市税収入が引き続き減少傾向にあり、また、普通交付

税についても、今後、国勢調査人口の減少等による影響も見込まれることから、厳

しい状況が続くものと考えられており、市では、政策分野を横断した人口減少、高

齢社会等に対応した施策を総合的、一体的に進められるとともに、財政健全化に取

り組まれていただきたいと思います。 

 ６ページに戻っていただき、一般会計決算状況の表を御覧ください。通知いたし

ます。 

 なお、表上の表記は円単位ですが、以降、全て万円単位の単位未満切捨てで御説

明させていただきますので、御了解ください。 

 一般会計の決算額は、歳入が１０４億１,０１３万円で、歳出が１０２億１,６９

５万円となり、歳入歳出差引額が１億９,３１７万円となっております。 

 次に、８ページの（２）財政構造状況を御覧ください。通知いたします。 

 財政構造状況を示す指数を見ますと、（ア）の財政力指数は０.３７７で、前年

度と比較すると０.０１２ポイント低下しております。 

 （イ）の経常収支比率は９８.２％で、前年度と同様となっております。 

 次ページ、９ページを御覧ください。 
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 （ウ）の公債費比率は１１％で、前年度と比較すると０.３ポイント上昇してお

ります。一般的に１０％未満が健全、１５％を超えると要注意、２０％を超えると

危険と言われておりますので、今後、計画されている諸事情の財政負担等を十分勘

案し、高率化とならないよう慎重な配慮が望まれます。 

 続きまして、１４ページを御覧ください。通知いたします。 

 本年度の歳入決算額の財源別構成比率は、自主財源が３５.９％、依存財源が６

４.１％で、自主財源の割合は、前年度と比較すると４.６ポイント低下しておりま

す。 

 次に、１６ページを……。 

○南委員長  じゃ、何ですか。 

○濵中委員  数字が早過ぎて、映るときに消えてしまうので。 

○南委員長  分かりました。 

○濵中委員  タイミングを気をつけていただけますか。 

○南委員長  じゃ、お願いします。気をつけてくださいね、十分。 

○福本代表監査委員  すみません。よろしいですか。 

○南委員長  はい。 

○福本代表監査委員  次に、１６ページを御覧ください。通知いたします。 

 歳入の約１９.４％を占める市税の収入額は２０億２,０２９万円で、前年度と比

較すると１億６,１０５万円、７.３％減少しております。 

 次に、３８ページを御覧ください。通知いたします。 

 歳出決算額の性質別構成比率は、義務的経費が４３.１％、投資的経費が９.６％、

その他の経費が４７.３％で、前年度より投資的経費の割合が高くなっております。 

 次に、むすびの８２ページを御覧ください。通知いたします。 

 今後の財政運営について考察いたしますと、少子高齢化や人口減少、大規模事業

者の撤退などにより、自主財源である市税収入が減少傾向にある上、依存財源であ

る地方交付税がさらに減少する懸念もあり、歳入面において、これまで以上に厳し

い状況が続くものと推測されます。 

 一方、歳出面では、老朽化した各公共施設の整備事業、地場産業の振興や中長期

的な防災、減災対策の推進、子育て支援や保健福祉、集落支援等の少子高齢化対策

の推進に加え、喫緊の課題である新型コロナウイルスの感染対策等もあり、引き続

き財政需要は増加するものと予想されます。 

 特に長年の懸案となっております広域ごみ処理施設の整備につきましては、現在、
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東紀州５市町による一部事務組合設立のための準備会が設置され、関係市町が連携

して諸協議が進められており、今後、他市町との財政負担の見通しなど、その進捗

状況について、市民に公表されたいと考えます。実質収支額におきましては１億９,

２４４万円の黒字となっておりますが、財政上は、大規模事業者の撤退等もあり、

市税等の自主財源が減少する中で、財政力指数の低下や経常収支比率が９０％を超

える状況が続いております。 

 このような厳しい財政状況における諸事業の実施、推進に当たっては、事業の改

変や再構築、業務の効率化をより一層図るとともに、令和２年度から策定をスター

トする第７次総合計画も含め、中長期的な視点で引き続き財政負担の抑制を図りつ

つ、効果的な財政運営を望むものであります。 

 次に、特別会計に移らせていただきます。 

 ６０ページを御覧ください。通知いたします。 

 国民健康保険事業特別会計の決算額は、歳入が２４億２,０３４万円、歳出が２

３億８,２８６万円で、歳入歳出差引額が３,７４７万円の黒字となっております。 

 続きまして、６２ページの上段の表を御覧ください。通知いたします。 

 国民健康保険税の収納率は８０.１％、前年度より１.９ポイント低下しておりま

す。引き続き８０％台を維持しておりますが、今後も収納強化に努められたいと考

えます。 

 続きまして、６７ページを御覧ください。通知いたします。 

 後期高齢者医療事業特別会計の決算額は、歳入が６億３,６８４万円でした。 

 また、６９ページを御覧ください。通知いたします。 

 歳出決算額が６億３,２２４万円で、歳入歳出差引額が４６０万円の黒字となっ

ております。 

 続きまして、７０ページを御覧ください。通知いたします。 

 公共下水道事業特別会計の決算額は、歳入歳出額ともに６２万円で、歳入歳出差

引額はゼロ円であります。特別会計に係る意見といたしましては、令和元年度の予

算の執行、財産の管理など財務に関する事務の執行についてもおおむね適正に処理

されているものと認めます。 

 国民健康保険事業及び後期高齢者医療事業については、高齢化率の上昇に伴い、

ともに厳しい事業運営が続くものと予想されますが、医療費の抑制や財源の確保な

ど、事業の持つ課題に対する取組について、引き続き強化を図られたいと思います。 

 最後に、８８ページから９３ページの中での令和元年年度尾鷲市基金運用状況に
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つきましては、いずれの基金においても適正に運用されているものと認めます。そ

れぞれの基金運用につきましては、引き続き安全かつ確実な方法を取られるととも

に、より慎重な取扱いを行っていただくよう希望いたします。 

 続きまして、公営企業会計決算について御説明いたします。 

 それでは、お手元の令和元年度尾鷲市公営企業会計決算審査意見書の１ページを

御覧ください。通知いたします。 

 Ⅰ、審査の対象は、令和元年度尾鷲市水道事業会計決算、病院事業会計決算でご

ざいます。 

 Ⅲ、審査の方法は、地方公営企業法第３０条第２項の規定により審査に付された

決算書並びに附属書類が関係法令に準拠して作成され、財政状態と経営実績を適正

に表示しているか否か、会計事務処理が適切であるかどうかについて審査を行うと

ともに公営企業としての経済性を発揮しているかどうか、経営の原則に従って運用

されているかを主眼とし、併せて定期監査、例月出納検査等の結果を参考に慎重に

審査いたしました。 

 Ⅳ、審査の結果は、決算書類は関係法令に準拠して作成されており、計算計数は

いずれも正確であると認めます。 

 経営状況、財政状況については、次の会計別に述べるとおりであります。 

 まず、水道事業会計でありますが、４ページから４０ページまで、業務実績、予

算の執行状況、経営成績、経営分析、財政分析、キャッシュ・フローの状況を整理

しております。令和元年度の水道事業に係る予算の執行、財産の管理など財務に関

する事務の執行は、おおむね適正に処理されているものと認めます。 

 ４ページを御覧ください。通知いたします。 

 業務実績についてでありますが、下段の表のとおり、給水戸数は９,２９０戸、

給水人口は１万７,４０９人で、前年度に比べ給水戸数では７９戸、給水人口では

３５１人減少しております。 

 次ページ、５ページの上段の表を御覧ください。 

 有収水量推移表の合計欄の対前年度減少率は４.６％ですが、大口需要者、火力

については７３.６％と大幅に減少しております。 

 次ページ、６ページを御覧ください。 

 上段の表において、有収率は６８.０％で、前年度より０.１ポイント低下してお

り、全国平均の８１.９％と比較すると依然として低水準にあります。その主な要

因については漏水等が考えられますので、今後も管路診断や老朽化が進行している
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配水管の布設替えなどによる漏水防止対策を継続的、計画的に実施することで、さ

らなる有収率の向上を図っていただきたいと思います。 

 次に、１３ページを御覧ください。通知いたします。 

 経営成績において、収益的収支を見ると、総収益は４億８,５４９万円、総費用

は４億６,２８２万円となり、２,２６７万円の純利益となっております。平成２３

年度の水道料金の改定以降はやはり減少傾向にありますが、９期続けて黒字経営が

続いております。 

 ２８ページを御覧ください。通知いたします。 

 財政分析でありますが、流動比率は２５９.２％で、前年度より１２.４ポイント

低下しております。この比率が高いほど支払い能力があり、一般的に経営上２０

０％以上であることが望ましいと言われております。 

 続きまして、３４ページの水道事業会計、むすびの２番目を御覧ください。通知

いたします。 

 本市においては、人口減少等に伴う給水戸数の減少や大口需要の大幅な減少もあ

る中で、今後、料金収入の大きな増加が期待できない状況にある中、当年度の決算

においては、給水収益が２,４８５万円、前年度に比べ５.２％減少したものの、営

業費用が１,９０９万円、４.４％減少したこともあり、純利益は対前年度比１９３

万円減益の２,２６７万円となっております。今後、老朽化が進む施設の維持管理

や更新、改良等に多額の設備投資が必要となることから、厳しい経営状況を迎える

時期が来ることが十分に予想されます。これらを踏まえ、計画的かつ適正な料金改

定も視野に入れながら、今後も有収率向上策の推進や徹底したコスト削減に継続的

に注力し、一層効率的かつ効果的な事業経営に努められたいと考えます。 

 続きまして、病院事業会計ですが、４４ページから８３ページまで、業務実績等

を整理しております。令和元年度における尾鷲市病院事業会計における予算の執行、

財産の管理など、財務に関する事務の執行はおおむね適正に処理されているものと

認めます。 

 ４４ページを御覧ください。通知いたします。 

 業務実績において、前年度より入院患者数は１８４人増加し、外来患者数は９７

９人減少しております。また、病床利用率は７０.９％で、前年度と同様となって

おります。 

 ５４ページを御覧ください。通知いたします。 

 経営成績において、収益的収支を見ますと、事業収益は４２億５,０１８万円で、
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事業費用は４１億８,６２８万円となり、６,３９０万円の純利益となっております。 

 ７０ページを御覧ください。通知いたします。 

 表のとおり、流動比率は６２.７％で、前年度より２.８ポイント上昇しておりま

す。 

 続きまして、７９、８０ページの別表３、比較貸借対照表を御覧ください。通知

いたします。 

 右側２の流動負債、（１）一時借入金は、借入れと返済を繰り返しながら、年度

末残高としては、前年度末より１,１００万円減少の３億５,０００万円となってお

ります。 

 ７６ページのむすびの２を御覧ください。通知いたします。 

 当年度の決算における医業収益については３７億５,３７２万円で、地域包括ケ

ア病棟への転換等により前年度より５,１４６万円増加し、医業費用については３

９億４,９１２万円で、透析等における院外処方への転換等により、前年度より２

億２,２５０万円減少したため、医業収支はマイナス１億９,５４０万円であり、医

業収益で医業費用を賄えない状態となっているものの、前年度のマイナス４億６,

９３７万円と比べ２億７,３９６万円の医業収支の改善となっております。 

 これらにより、全体として６,３９０万円の純利益の計上となったものの、キャ

ッシュ・フロー計算書における現金預金の末残高は１,０５０万円であり、引き続

き厳しい財政状況にあると考えます。 

 今後、過疎化、高齢化に伴う人口減少や新型コロナウイルスの影響により、一般

患者が受診を控える状況等もあり、厳しい資金繰りが続くものと推測されますが、

一層効率的な運営を図り、さらなる経費の縮減に努められるとともに、綿密な検証

作業に基づく事業運営の合理化を断行し、安全で質の高い医療サービスの提供を継

続していただきたいと思います。 

 また、医師や看護師等の確保や老朽化が進む医療機器の更新、修繕などの課題が

山積する中で、薬品及び診療材料等の経費削減をはじめ、ＤＰＣ制度への参加など、

経営開拓への姿勢がうかがえますので、継続して取り組んでいただきたいと考えま

す。 

 今後も慢性的な資金不足が続くものと推測されますが、事業実績や計画額等を十

分精査、検討し、適切かつ効率的な資金繰りに努められるよう、お願いいたします。 

 以上が病院事業会計決算に対する意見でございます。 

 以上、一般会計、特別会計、そして、公営企業会計についての審査意見書の概要
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について御説明申し上げました。御審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

 なお、令和元年度尾鷲市財政健全化及び経営健全化審査意見書についてでありま

すが、審査の結果といたしましては、審査に付された健全化比率及びその算定基礎

となる事項を記載した書類はいずれも適正に作成されており、いずれの健全化判断

比率についても正確であることが認められましたことを報告いたします。 

 説明は以上でございます。 

 そして、最後に、私、今回、決算審査意見書の概要について御説明をいたしまし

たが、やっぱり決算というものは、担当者のためでもなく、また、課長さんのもの

でもなく、あるいは市長さんのものでもなく、同じく議員さんのものでもなく、尾

鷲市民の皆さんのためにあるものであるということを再認識いたしました。 

 以上でございます。ありがとうございました。 

○南委員長  ありがとうございます。 

 先ほど代表監査より当委員会に付託されておる６議案の決算の認定の説明を受け

ました。 

 特にただいまの総評について、御意見なり御質疑のある方はございましたら、少

し時間を取りたいと思いますので、御発言をお願いいたします。 

 よろしいですか。 

○野田委員  代表監査が最後のお言葉として、市民のために決算があるというこ

とを言われたんですけれども、それ、具体的にどういうふうな感触を持って……。 

○福本代表監査委員  やっぱり市民に優しい決算……。市民の皆さんに分かりや

すい決算書というんですか、誰が見ても、これだけの数字が出て、これだけの数字

が出て、こういうふうになるんやなということがよく分かるような決算書類にして

いただきたいと思いますことを表明いたしました。 

○野田委員  そういうところの視点を持って、また、代表監査もよろしくお願い

したいと思うんですけれども、情報公開というか、情報開示については、年に１回

の形しか取れていませんので、ここら辺については、今後、代表監査が思うという

か、あるべき決算の内容とか、あるべき方向性という部分は十分認知していただい

た上で、今後御活躍を期待したいと思いますので、よろしくお願いします。 

○福本代表監査委員  こちらこそ、ありがとうございます。 

○南委員長  他にございませんか。 

○奥田委員  私もこの最後のところ、代表監査の言われた、決算は尾鷲市民のた

めにあるんだと。ですので、去年でしたか、病院事業の監査で書類が、病院の担当
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者は分かっているかもしれないけれども、分かりにくい書類だったということでい

ろいろありましたけれども、だから、市民の方に透明性を持って、こういう状況で

すと知ってもらうような決算書を作ってもらい、公表していくということが大事だ

なと今改めて思いました。引き続きお願いしたいと思いますけど。 

 それで、１点だけお尋ねしたいんですけれども、最後のところでも、今、一時借

入金が、病院ですよ。病院のところで一時借入金が残高で３億５,０００万だと。

これも借りて返しのことで、私、質疑で、一般質問か、最大で６億近くあったと、

一時借入金が。借りて返し、借りて返し、そうだと思うんですけど、そういうこと

を繰り返しながら、残高が３億５,０００万まだ残っていると、一時借入金が。普

通の会社だったらあり得ないと思うんですけれども、倒産ですよね。 

 そういう中で、現金残高が１,０００万しかないと。非常に厳しい状況で……。 

○福本代表監査委員  五、六千万は補修……。 

○南委員長  代表監査。 

○福本代表監査委員  すみません、申し訳ございません。 

○南委員長  お願いします。 

○奥田委員  それで、代表監査が言われたように、過疎化や新型コロナのことも

あって、今後も厳しい資金繰りが予想されると。慢性的な資金不足が続くというこ

とを言われていましたけれども、そういう中で、今日も議論があったんですけど、

資金が全然どうなのかなという、収益も、今年度、予想どおりいっていない、かな

り下方修正している状況の中で、市長は、きちっとした事業計画を示さずに、リニ

アック、やるんだ、やるんだという思いは分かるんですけど。 

 市役所の職員に聴いても、病院の職員に聴いても、財政の心配をしている職員、

かなりいらっしゃいますよね。代表監査をしていて分かると思うんですけど。 

○福本代表監査委員  はい、毎月行っています。 

○奥田委員  それで、職員も聴くと、市長にそういうことを言っているというん

ですよね。言っているんだけど、市長は、もうぶっちゃけて言いますけど、聞いて

くれないんやと。もう、突っ走っていくんですよと、財政のことを考えんという意

見を結構聴くんですね。 

 だから、その辺のところを監査部局として、市長との財政の話というのは、日頃

どういうふうにされておるんですか。きちっとされているんですか、そういう報告

まではしていないんですか。 

○福本代表監査委員  定期監査の報告、それから、決算の報告、年に二、三度、



－１０－ 

特別なときもありますけれども、常用的にはないのが事実でございます。 

○奥田委員  ぶっちゃけて言いますけど、市長は聞いてくれないもんで、頼むか

ら奥田さん、言ったってくれと。僕が悪者になっておるんですよね、今。何で、僕

ら議員が悪者にならなあかんのやと。職員がちゃんと言ったってくれよと、市長に

と。自分らが分かっているなら。いや、市長は聞いてくれないんですということを

結構聞くんですわ、ほんまに。だから、代表監査もこういう思いがあるのなら、も

うちょっと市長にも分かるように、今後とも進言をしてあげていただきたい。 

 市長は数学が得意みたいなんですけど、あれと思うんです。僕は、数学が得意な

のは非常に疑っているんですけど、経営のプロらしいんですけど、大変失礼かもし

れないけれども、経営のプロがこうやって突っ走っていくかなという、このお金が

ないときにという思いもあるので、ぜひその辺のコミュニケーションを密接にやっ

ていただきたいということをお願いして、終わります。 

○福本代表監査委員  今後十分に検討しまして、続けてまいります。ありがとう

ございました。 

○野田委員  先ほど奥田委員の話もありましたけれども、最終的には、なぜ監査

するかというと、尾鷲市の財政状態等をトップである市長に業務運営上のことも含

めて報告し、改善を求めるのが代表監査だと理解しておるんですけれども、今の話

によりますと、年に何回もなく、意見交換というか、業務運営上の指摘事項等の重

要な部分は報告されていないということであるならば、何か監査が形骸化されたよ

うな感覚を受けてしまいますので、今後の……。 

（発言する者あり） 

○野田委員  ちょっと極端な意見ですけど……。 

（発言する者あり） 

○野田委員  そこら辺を思われてしまうかも分かりませんので、そういう方向を

またやっていただきたいなというふうに思いますので、よろしくお願いします。 

○南委員長  代表監査、１点だけよろしい。僕も監査委員、何回か経験したこと

はあるんですけれども……。最後まで話は聞いてください。経験したことはあるん

ですけれども、当然、監査講評については、市長、議長にしっかり報告をしておる

んですけど、その間、年に何回か市長とあるときというのは、ほかの場面というの

はあるんですか。僕、忘れたんですけれども。 

○福本代表監査委員  定期監査並びに今回の意見書、年に２回から３回ぐらいは

コンタクトを取っております。 
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○南委員長  奥田委員さんからもコミュニケーションを取ってという話がありま

したけれども、当然事務的なことではなしに、ほかのことでも間合いを見て、市長

として、一心同体じゃないんですけど、監査は別組織でございますので、そういっ

た意味では、もっともっと本当にコミュニケーションは取って、ぜひともいろんな

目で費用対効果を重視していただいて、そういった意味では、財政的な面も含め、

これからももっともっと市長、議長と会う機会をつくってもいいんじゃないかなと

いうような思いがいたしておりますので、ぜひともそういう機会の場を何回がつく

っていただきたいと思います。 

 ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○南委員長  ないようですので、代表監査からの総評はこれにて終わります。あ

りがとうございました。御苦労さんでした。 

 市長はこれにて退席していただきます。 

 ここで１０分間休憩します。 

（休憩 午前１０時４２分） 

 

（再開 午前１０時５２分） 

○南委員長  それでは、休憩前に引き続き委員会を続行いたします。 

 次に、会計課のほうに入っていただいたんですけれども、当然これまでの決算審

査における説明というのを、以前からパターンといたしまして、まず総括説明を各

課から説明をいただいた後に、歳入歳出の説明については、一般会計は会計課長が

一括して説明をしていただいて、詳細な説明を必要とするときは、歳出時における

担当課において細かい歳出の説明はしていただきたいと思います。 

 あとのほうは、人件費と賃金については総務課が一括して説明をしていただいて

おるということで、よろしくお願いをいたしたいと思います。 

 それでは、早速ですが、会計課長の付託議案の説明を求めます。 

○平山会計管理者兼会計課長  会計課です。よろしくお願いいたします。 

 先ほど委員長のほうから御説明いただきましたように、決算の総括の説明のほう

から始めさせていただきたいと思います。 

 それでは、まず、説明資料としましては、決算の主要説明書及び決算の参考資料

に基づき総括の説明のほうさせていただきます。 

 最初に、歳入歳出決算主要説明書の２ページを御覧ください。 
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 こちらは、各会計の実質収支額であります。令和元年度の実質収支額は、一般会

計で１億９,２４４万１,５９６円、国民健康保険事業特別会計で３,７４７万９,０

３６円、後期高齢者医療事業特別会計で４６０万３,７６５円、公共下水道事業特

別会計はゼロ円となりました。これにより、それぞれ翌年度へ繰越しされることと

なりました。 

 次に、決算参考資料に移らせていただきます。 

 参考資料の１ページを御覧ください。 

 こちらは、上の表は会計別の歳入決算額の平成２７年度から令和元年度までの過

去５年間の推移を１,０００円単位でまとめたものです。こちらは、令和元年度の

歳入決算額は、一般会計では、過去５年間で３番目に多い決算額となり、また、特

別会計の合計では、過去５年間で最も少ない決算額となっております。４会計の合

計は１３４億６,７９６万円で、過去５年間では最も少ない歳入決算総額となりま

した。 

 下の表は、一般会計の款別歳入決算の過去５年間の推移をまとめたものです。令

和元年度では、減少となった患者は、市税の２０億２,０２９万８,０００円をはじ

め、中段記載の分担金及び負担金、使用料及び手数料、下段記載の繰越金などで過

去５年間で最も少ない歳入額となっております。 

 次に、増加となった款では、中段記載の地方交付税の３８億３,０２８万７,００

０円のほか、その上に記載の地方特例交付金が過去５年間で最も多い歳入額となっ

たほか、下段に記載の財産収入、寄附金、諸収入などについても、過去５年で最も

多い歳入額となっております。 

 一番下の市債につきましては、過去５年で平成２７年度について２番目に多い歳

入額となりました。 

 次に、歳入の推移でございます。 

 ２ページを御覧ください。 

 上の表は、会計別の歳出決算額の過去５年分の推移をまとめたものでございます。

令和元年度の歳出決算額は、一般会計では、こちらは過去５年間で３番目に多い決

算額となり、特別会計の合計では過去５年間で最も少ない決算額となっております。

４会計の合計につきましては、過去５年間では前年度に次いで２番目に少ない歳出

決算総額となりました。 

 令和元年度では減少となった款では、中段の農林水産業費の２億８,０８６万９,

０００円のほか、商工費が過去５年で最も少ない歳出額となり、最上段の議会費で
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は、過去５年間では平成２９年度に次いで２番目に少ない歳出決算額となりました。 

 増加となった款では、下段記載の教育費のほか、災害復旧費、公債費が過去５年

で最も多い歳出額となったほか、上段２番目の総務費については、過去５年間では、

こちらも２７年度に次いで２番目に多い歳入額となっております。 

 次に、３ページを御覧ください。 

 一般会計の経費別歳出決算の推移であります。この表については、平成２６年度

からの過去６年間の歳出の経費的性質に分類したもので、義務的経費、投資的経費、

その他経費の決算額と全体に占める割合などを記載しております。 

 義務的経費につきましては、前年度対比で人件費及び扶助費が減少、公債費が増

加、合計では、過去６年間で３番目に多い決算額となっております。 

 投資的経費につきましては、普通建設事業費、災害復旧事業費がともに前年度対

比で増加となって、合計では、過去６年間で、こちらも３番目に多い決算額となっ

ております。 

 その他経費につきましては、物件費、補助費等、積立金、繰出金が減少、維持補

修費、貸付金が増加となっており、過去６年間では４番目に多い決算額となりまし

た。 

 次に、５ページのほうを御覧ください。 

 この表は、平成１７年度から過去１５年の一般会計における自主依存財源の推移

を記載したもので、令和元年度の自主財源の構成比は３５.９％、前年度比４.７ポ

イントの減少、依存財源構成比は６４.１％で、前年度比４.７ポイントの増加とな

っております。 

 次に、６ページを御覧ください。 

 ６ページから９ページにかけては、平成２４年度から過去８年間の市税の推移を

記載しております。 

 市税につきましては、令和元年度では、軽自動車税、市たばこ税は増加となりま

したが、市民税ほか他の税目では減少となっており、市税全体では年々減少の傾向

が続いております。 

 次の１０ページから１３ページにかけましては、国民健康保険事業及び後期高齢

者医療事業、二つの特別会計の資料でありますが、この特別会計の決算につきまし

ては、市民サービス課、税務課から説明させていただきます。 

 次に、１４ページを御覧ください。 

 １４ページから１７ページ、上段の表は給与費等の推移、下段は、議員報酬等の
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推移であります。 

 こちらのほう、給与費等の推移につきましては、平成２４年度から比較しますと、

令和元年度で職員数では８名、給与費等では１億１,０７２万２,０００円の減少と

いうような傾向となってございます。 

 次に、１８ページを御覧ください。 

 １８、１９ページは、賃金等の推移でございます。増加傾向での推移となってお

りましたが、平成２９年度からは減少しております。 

 次に、２２ページのほうを御覧ください。 

 ２２ページは、需用費の推移となります。一般会計、特別会計の科目別、細節別

の集計表でありますが、一般会計、特別会計の需用費の総合計は２億８,６８５万

９,０００円で、前年度との比較は１,１０４万１,０００円の増加となっておりま

す。この主な理由としましては、災害復旧費の現年発生公共土木施設災害復旧費に

よる修繕料の増加によるものがございます。 

 次に、２３ページを御覧ください。 

 基金の推移でございます。令和元年度は、新たに森林環境譲与税基金を設置し、

基金合計額は２０億８,３６５万７,０１７円で、前年度との比較は７,６０１万１,

０００円の減少となっております。 

 次に、一般会計、市債の状況についてですが、こちらは２４ページのほうを御覧

ください。 

 この表は、平成１７年度から令和元年度までの市債の推移でございます。令和元

年度に起債として借り入れた金額は、上から４段目の起債額の欄のとおり９億１,

７２０万円で、償還元金は１１億９,２４３万９,５８４円、償還利子は５,４５７

万３,３９６円、公債費支出計１２億４,７０１万２,９８０円となっており、この

結果、市債年度末残高は、一番上の欄のとおり９９億６,４４４万１,９３１円とな

り、その下、対前年度比増減額は２億７,５２３万９,５８４円の減少となっており

ます。 

 次に、２５ページを御覧ください。 

 ２５ページから２７ページは、地方消費税交付金等の事業別の経費と、その財源

内訳を記した表でございます。２５ページが地方消費税交付金、２６ページが都市

計画税の充当状況、２７ページは、令和元年度に創設された森林環境譲与税の充当

状況についての資料で、それぞれ事業別の経費と、その財源内訳の資料となってお

ります。 
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 資料の詳細につきましては、後ほど財政課及び水産農林課から御説明のほうさせ

ていただきます。 

 以上、決算主要説明書及び参考資料に基づく総括説明でございました。 

 続きまして、議案第５８号、令和元年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算の認定につ

いてのうち、歳入と財産に関する調書を御説明させていただきます。 

 それでは、会計課作成資料１のほう、まず御覧ください。 

 この表は、歳出決算書に対して、款別での担当所属決算書の該当ページ数を表し

た明細書でございます。 

 次の２ページ資料には、先ほどの資料１を基にして、所属別に並び替えた明細書

となっております。 

 ３ページ、資料３は、２款総務費、１項総務管理費の１目一般管理費、１４目の

諸費において、複数の所属が重複している部分がございますので、各課別の決算を

表にしたものでございます。これら資料１、２、３につきましては、各課の歳出決

算説明時に参考として御利用ください。 

 それでは、まず、歳入全般につきまして、主なものについて御説明いたします。 

 それでは、決算書のほうに移っていただき、決算書の１６、１７ページ、尾鷲市

歳入歳出決算事項別明細書を御覧ください。 

 １款市税は、調定額２１億１,５４６万７,８８６円に対し、収入済額は２０億２,

０２９万７,５６７円、不納欠損額は５７５万１,７８８円、収入未済額は８,９４

１万８,５３１円であります。 

 市税の詳細な説明につきましては、後日、税務課より御説明させていただきます。 

 少し飛びまして、２８、２９ページのほうを御覧ください。 

 ２款の地方譲与税の収入済額は６,４１７万８,００５円であります。 

 ３項森林環境譲与税につきましては、令和元年度に新設された歳入で、収入済額

は１,３３８万円であります。 

 中段下にあります３款利子割交付金の収入済額は２０５万７,０００円。 

 ４款配当割交付金の収入済額は１,０５２万７,０００円であります。 

 次ページ、３０、３１ページ、５款株式等譲渡所得割交付金の収入済額は５７５

万３,０００円であります。 

 ６款地方消費税交付金の収入済額は３億２,９０９万４,０００円。 

 ７款自動車取得税交付金の収入済額は１,０９３万１,８２７円。 

 ８款環境性能割交付金は、こちらも令和元年度に新設された歳入で、収入済額は
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２７２万４,０００円。 

 ９款地方特例交付金の収入済額は２,１６５万４,０００円であります。 

 次ページ、１０款地方交付税の収入済額は３８億３,０２８万７,０００円。 

 １１款交通安全対策特別交付金の収入済額は１９８万５,０００円。 

 １２款分担金及び負担金につきましては、収入済額１億１,８９３万３,００２円、

収入未済額は６５０万８４０円であります。 

 １２款の内訳につきまして説明させていただきます。 

 １項負担金、１目民生費の負担金の収入済額は８,２６８万５,９８４円、収入未

済額は６５０万８４０円でございます。収入済額の主なものは、３節の老人福祉費

負担金の老人ホーム入所者負担金現年度分と、次ページに移っていただき、４節の

児童福祉費負担金の保育所入所保護者負担金の現年度分でございます。収入未済額

の主なものは、保育所入所保護者負担金であります。 

 次に、２目の衛生費負担金の収入済額は３,５８５万２,５３８円であります。収

入済額の主なものは、１節保健費負担金の救急医療体制強化事業の、こちらは紀北

町負担金と２節清掃負担金の広域ごみ処理施設整備事業他市町負担金であります。 

 次に、３目教育費の負担金の収入済額は３９万４,４８０円であります。 

 次に、１３款使用料及び手数料に移り、収入済額は１億１,９６５万４,３３６円、

収入未済額は７７３万３,６１５円であります。 

 １項の使用料の収入済額は３,０９１万１,５４９円、収入未済額は７２６万４,

７００円で、主なものについて申し上げます。 

 ３６、３７ページを御覧ください。 

 ３目衛生使用料の収入済額は３８２万４００円で、主なものは斎場使用料であり

ます。 

 ４目農林水産業使用料の収入済額は２３１万２,６５０円で、主なものは深層水

使用料であります。 

 ６目土木使用料の収入済額は２,１３４万３,６９４円で、収入未済額は７１７万

９,７００円であります。収入済額の主なものは、２節の住宅使用料の市営住宅使

用料現年度分で、収入未済額につきましては、全て市営住宅使用料であります。 

 次に、７目教育使用料の収入済額は２７８万２,３００円、収入未済額８万５,０

００円であります。収入済額の内訳は、３７ページの下段から３９ページ上段に当

たる備考欄のとおりで、幼稚園保育料から武道場使用料まででございます。収入未

済額につきましては、全て幼稚園保育料であります。 
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 引き続き３８、３９ページを御覧ください。 

 ２項手数料の収入済額は８,８７４万２,７８７円、収入未済額は４６万８,９１

５円であります。 

 手数料の主なものについて内訳を申し上げます。 

 １目総務手数料の収入済額は７６７万７,８００円で、内訳は、戸籍手数料や住

民票手数料ほか、証明関係の手数料が主なものでございます。 

 ２目衛生手数料の収入済額は８,１０５万８,１８７円、収入未済額は４６万８,

９１５円であります。収入未済額につきましては、し尿処理手数料が４０万２,８

００円、塵芥収集手数料が６万６,１１５円であります。収入済額の主なものは、

し尿処理手数料の現年度分、あと、４１ページに移っていただき、塵芥収集手数料

であります。 

 次に、１４款の国庫支出金の収入済額は９億４,３１４万７２０円であります。 

 １項国庫負担金の収入済額は８億２,１２９万６,６０２円で、内訳は、１目民生

費国庫負担金、１節社会福祉負担金が２億１,５４７万５,１０７円であります。 

 次に、４２、４３ページを御覧ください。 

 ２節児童福祉負担金の収入済額は３億４,７８８万２,６５９円。 

 ３節生活保護費負担金の収入済額は２億４,１６８万６,３４８円であります。 

 ２目衛生費国庫負担金、１節保健費負担金の収入済額は１９万２,４８８円であ

ります。 

 次に、４４、４５ページを御覧いただき、３目土木費国庫負担金の収入済額は１,

６０６万円で、公共土木施設災害復旧事業国庫負担金であります。 

 次に、２項国庫補助金の収入済額は１億１,７６６万７,１４４円であります。内

訳は、１目の総務費国庫補助金が９９１万１,５４３円であります。主なものとし

ましては、下段にあります地方創生推進交付金であります。 

 次に、２目民生費国庫補助金の収入済額は４,６８７万１,６０１円で、内訳は、

１節社会福祉費補助金が２,２９５万１,６０１円、次ページに移りまして、２節の

児童福祉費補助金は２,０３６万９,０００円、３節生活保護費補助金は３５５万１,

０００円であります。 

 次に、３目衛生費国庫補助金の収入済額は６３８万３,０００円であります。主

なものといたしましては、２節環境衛生費補助金の浄化槽設置整備事業費補助金で

あります。 

 次に、４目土木費国庫補助金の収入済額は２,３３６万３,０００円で、内訳は１
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節道路橋梁費補助金１,９９４万円、次ページに移りまして、２節の住宅費補助金

３４２万３,０００円であります。 

 次に、５目教育費国庫補助金、１節教育費補助金の収入済額は３,１１３万８,０

００円で、収入済額の主なものは、ブロック塀、冷房設備対応臨時交付金でありま

す。 

 次に、３項委託金の収入済額は４１７万６,９７４円であります。主なものとい

たしましては、２目民生費委託金、１節社会福祉費委託金の基礎年金事務費交付金

であります。 

 次に、１５款県支出金の収入済額は５億３,２４５万５,１２４円で、このうち、

１項県負担金は３億４,５８７万５,５３２円、１目総務費県負担金は１１５万円で

あります。次に、５０、５１ページを御覧ください。１節の総務管理費負担金１１

５万円は、特例事務処理交付金であります。 

 次に、２目民生費県負担金の収入済額は３億４,４６２万９,２８８円であります。

その内訳として、１節の社会福祉費負担金は２億２,６１８万２,３３５円で、主な

ものは、三重県障害者自立支援給付費等負担金８,８７９万２,７５０円であります。 

 ２節児童福祉費負担金は１億１,２８６万１,２３４円で、主なものとして、児童

保護措置費負担金であります。 

 ３節生活保護費負担金５５８万５,７１９円は、生活保護法第７３条による負担

金であります。 

 ３目衛生費負担金の収入済額は９万６,２４４円であります。 

 次に、５２、５３ページを御覧ください。 

 ２項県補助金の収入済額は１億３,２８３万６,１１９円で、１目総務費県補助金

は６２万８,０００円であります。 

 ２目民生費県補助金の収入済額は６,９１８万４,７８９円、そのうち１節社会福

祉費補助金は５,１７０万２,３３６円で、主なものは、心身障害者医療費補助金３,

３８１万４,５９３円であります。 

 ２節児童福祉費補助金は１,３８０万４,４５３円で、主なものは、一人親家庭等

医療費補助金、次ページを御覧いただき、地域子ども・子育て支援事業費補助金で

あります。 

 ３節地方改善事業費補助金は３６７万８,０００円であります。 

 次に、３目衛生費県補助金の収入済額は８００万８,９０４円であります。内訳

といたしましては、１節保健費補助金が１１８万６,９０４円で、主なものは、健
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康増進事業補助金１０３万円であります。 

 ２節清掃費補助金は、電源立地地域対策交付金の水力枠５６６万７,０００円で

あります。 

 ３節環境衛生費補助金は、浄化槽設置整備事業補助金１１５万５,０００円であ

ります。 

 次に、４目農林水産業費県補助金の収入済額は４,５２３万７,７９６円、内訳と

いたしまして、１節農業費補助金が７０７万７,８９５円で、主なものは、鳥獣被

害防止緊急捕獲活動支援事業補助金であります。 

 次に、５６、５７ページを御覧ください。 

 ２節林業費補助金の収入済額は２,１３５万３,９０１円で、主なものとしまして

は、みえ森と緑の県民税市町交付金であります。 

 ３節水産業費補助金の収入済額は１,６８０万６,０００円で、主なものは、水産

物供給基盤機能保全事業費補助金であります。 

 次に、５目商工費県補助金の収入済額は１０２万２,０００円で、主なものは、

地域活性化支援事業費補助金であります。 

 ６目土木費県補助金の収入済額は７９４万１,６３０円で、主なものは、１ペー

ジのほうを御覧いただき、地籍調査補助金となっております。 

 ７目教育費県補助金の収入済額は８１万３,０００円で、放課後子ども教室推進

事業補助金であります。 

 次に、３項の委託金の収入済額は５,３７４万３,４７３円であります。主なもの

といたしましては、１目総務費委託金４,８４７万１,７０９円では、２節の徴税費

委託金、３節選挙費委託金２,０９１万９,７８８円では、参議院議員選挙執行委託

金等がございました。４節統計調査費委託金から決算書６０、６１ページの４目消

防費委託金の内訳につきましては、それぞれ備考欄に記載のとおりでございます。 

 続きまして、１６款財産収入でございます。収入済額８,４２９万８,６８０円で

あります。内訳といたしまして、１項財産運用収入、１目財産貸付収入、次ページ

に移り、１節土地建物貸付収入の収入済額は１,７４５万９,７７８円であります。

収入済額の主なものは、農林関係土地貸付料、こちらは市有林地内での送電設備に

関する貸付料等でございます。 

 ２目配当金は、ＺＴＶの出資金配当金の９,０００円です。 

 ３目１節基金運用収入の収入済額は６４万３,６８０円で、基金運用に係る定期

預金利息などでございます。 
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 ２項財産売払収入の収入済額６,６１８万６,２２２円は、立木売払収入８８８万

９６０円、次ページに移りまして、旧第３、第４保育園に係る土地建物売払収入、

こちらが５,７３０万５,２６２円であります。 

 次に、１７款の寄附金の収入済額は１億４,３３５万７,３３１円であります。収

入済額の内訳につきましては、１目総務費寄附金が１億１,２７０万２,６９９円、

これは、ふるさと応援寄附金５,６１５件分の寄附であります。 

 ２目農林水産業費寄附金は３,０３０万円、一般財団法人尾鷲みどりの協会から

の林業振興事業寄附金であります。 

 ３目民生寄附金は３５万４,６３２円、社会福祉関係一般寄附金２件分の寄附で

あります。 

 １８款繰入金の収入済額は８億５,０２７万２,６３１円で、１項の基金繰入金の

主なものとして、１目財政調整基金繰入金の４億３,２６８万円、２節減債基金繰

入金の１億３,５００万円であります。 

 ６６、６７ページを御覧ください。 

 中段の７目ふるさと応援基金繰入金１億５１５万１,０００円は、本基金に積み

立てたふるさと納税を繰り入れたものであります。 

 ８目都市計画事業基金繰入金１億２,０００万円は、本基金に積み立てた都市計

画税を繰り入れたものであります。 

 ２項特別会計繰入金は、特別会計の前年度精算による一般会計の繰入れによるも

ので、内訳は、１目の後期高齢者医療事業会計繰入金が１,６０９万４,５７８円、

２目国民健康保険事業会計繰入金が５８０万４,０５３円であります。 

 ６８、６９ページを御覧ください。 

 １９款繰越金の収入済額は２億１,９２０万６,３９１円、これは、前年度繰越金

であります。内容といたしまして、１項繰越金、１目繰越金、１節繰越金のうち、

備考欄の２段目、建設課分７６万３,０００円及び教育総務課分９万９,０００円に

つきましては、繰越明許費分でございます。 

 ２０款諸収入の収入済額は１億８,２１２万９,５３８円、収入未済額は１,２４

３万２,５９７円であります。諸収入の内訳につきましては、項別に説明いたしま

す。 

 １項延滞金、加算金及び過料の収入済額４４６万３,４８３円は、諸税滞納延滞

金であります。 

 ２項市預金利子の収入済額７万４,５００円は、歳計一時預金利子であります。 
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 ３項の貸付金元利収入の収入済額は７１５万３２８円、収入未済額は９３万５,

０００円であります。主なものにつきましては、２節奨学資金貸付金の元利収入と

して、返還金６９１万２,５００円であります。収入未済額９３万５,０００円につ

きましては、全て奨学資金貸付金返還金であります。 

 ７０、７１ページを御覧ください。 

 ４項住宅主受託事業収入、１目民生費受託事業収入、１節地域支援事業受託事業

収入の収入済額は５,０００万７,０００円であります。 

 ５項１目雑入の収入済額は１億２,０４３万４,２２７円、収入未済額は１,１４

９万７,５９７円で、収入未済額の主なものは、３節民生費雑入の生活保護法第６

３条、第７８条及び７８条の２による返還金であります。 

 次に、７１ページの２節総務費雑入、備考欄の中段ですが、システム利用負担金

６５６万６,０００円。これは、総合住民システムを利用している各会計からの利

用負担金でございます。その下、三重県市町村振興協会市町村交付金が４６９万２,

０１２円。これは市町村振興宝くじの収益分配金であります。 

 少し飛びまして７４、７５ページを御覧ください。 

 ３節民生費雑入の主なものといたしまして、備考欄の下から四つ目の紀北広域連

合負担金前年度精算金１,８６０万８,４８２円。次ページに移り、１番目のプレミ

アム付商品券販売収入３,４１７万６,０００円であります。 

 ４節衛生費雑入３２２万２,７３５円は、資源化物の売却収入であります。 

 ５節商工費の雑入の主なものは、世界遺産登録１５周年シンポジウム助成金で、

こちらは２３０万円であります。 

 ７節の消防費雑入のうち、消防団員退職報償金収入４６０万８,０００円は、消

防団員等公務災害補償等共済基金からの収入でございます。 

 ８節教育費雑入のうち、備考欄上から２行目、日本スポーツ振興センター共済給

付金１６７万７９３円は、スポーツ共済給付金に係る収入でございます。 

 ７８、７９ページを御覧ください。 

 ９節農林水産業費雑入１,５５１万１,１９６円は、市有林内における送電線接近

木の伐採に伴う立木伐採補償料等であります。 

 ２１款の市債に移らせていただきます。予算現額は９億６,６３０万円、調定額、

収入済額ともに９億１,７２０万円であります。 

 市債の主なものを申し上げます。 

 １目総務債は３億３,９５０万円で、１節の耐震改修事業債の本庁舎耐震改修事
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業債、２節防災対策事業債の防災行政無線デジタル化事業債でございます。 

 ２目民生債は５,６６０万円、主なものは、心身障害者医療費助成事業債であり

ます。 

 次ページに移りまして、３目衛生債は２,２３０万円、主なものは、予防接種事

業債であります。 

 ４目農林水産業債は２,９７０万円で、主なものは、２節の林道整備事業債、３

節水産基盤整備事業債の水産基盤ストックマネジメント事業債であります。 

 ５目土木債は６,５９０万円、１節の橋梁整備事業債、２節道路整備事業債、次

ページ、８２、８３ページに移り、３節の急傾斜地崩壊対策事業債であります。 

 ６目の消防債は２,１３０万円、主なものは、１節の消防設備等整備事業債の消

防車両等整備事業債でございます。 

 ７目教育債は９,３７０万円。主なものは、１節の学校教育施設等整備事業債の

空調設備設置事業債であります。 

 ８目臨時財政対策債は２億４,９００万円であります。 

 ９目の災害復旧債３,９２０万円、主なものは１節の現年発生災害復旧債の公共

土木施設等災害復旧事業債であります。 

 以上で、歳入合計は予算現額１０４億８,７４４万円、調定額１０５億３,１９７

万３,５２３円、収入済額１０４億１,０１３万６,１５２円、不納欠損額５７５万

１,７８８円、収入未済額１億１,６０８万５,５８３円となりました。 

 以上、一般会計の歳入の説明でございました。 

 続きまして、４１６ページのほうを御覧ください。 

 こちらは、財産に関する調書でございます。 

 まず、１の公有財産の土地についてであります。表の決算年度中増減高区分、公

共用財産のうち、その他で１,７８７平米の減少となっております。これは、令和

元年度中に寄附採納を受けた久喜町の移住体験住宅みやかの住宅用地、こちらは５

７５.２平米の増加分と令和元年度中に売却した旧第３、第４保育園の敷地、こち

らが２,３６２.０６平米の減少分との合計であります。 

 続きまして、４１７ページを御覧ください。 

 こちらは建物についてであります。増減高、公共用財産のうち、木造の５４４平

米につきましては、先ほどの移住体験住宅みやかの寄附採納による増加分、非木造

につきましては、売却した旧第３、第４保育園の減少分１,１４１平米で、合計決

算年度中増減高は、５９７平米の減少となりました。 
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 ４１８、４１９ページを御覧ください。 

 （２）市有林についてでございます。こちらは、普通林、制限林ともに増減はご

ざいませんでした。 

 下段の（３）有価証券につきましても、増減はございませんでした。 

 ４２０、４２１ページを御覧ください。 

 （４）の出資による権利でございます。 

 これにつきましても増減はございませんでしたので、決算年度末現在高合計は、

前年度と同額の１億６,０７７万２,４７９円となりました。なお、この表につきま

しては、今回の決算より単位を１,０００円単位から円単位に変更しております。 

 次に、４２２、４２３ページを御覧ください。 

 ２の物品でございますが、小型乗用自動車及び小型特殊自動車がそれぞれ１台減

となり、普通特殊自動車と軽特殊自動車がそれぞれ２台の減となりました。このこ

とから決算年度末現在高は６台の減となり、車両が合計で１０６台、和船が１隻と

なっております。 

 続きまして、３の債権でございます。 

 奨学資金貸付金が１５９万円減少し、決算年度末現在高が２,６７２万５,０００

円、市民税特別徴収翌年度徴収金が１９９万３,０００円減少し、８,４７３万１,

２００円となりました。これにより債権の決算年度末現在高は１億１,１４５万６,

２００円となりました。 

 次に、４２４、４２５ページを御覧ください。 

 ４の基金でございます。令和元年度の基金の状況につきましては、新たに森林環

境譲与税基金が設置され、基金の決算年度中、増減高は７,６０１万１,０００円の

減となり、決算年度末現在高は２０億８,３６５万７,０１７円となりました。 

 以上で、一般会計歳入及び財産に関する調書の説明とさせていただきます。 

 委員長、続けて、歳出。 

○南委員長  お願いします。 

○平山会計管理者兼会計課長  続きまして、議案第５８号、令和元年度尾鷲市一

般会計歳入歳出決算の認定についてのうち、会計課の歳出に係る部分を説明させて

いただきます。 

 決算書の９０、９１ページにお戻りください。 

 一般会計、歳出、２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、予算現額９億

５,８１１万１,０００円に対しまして、支出済額は９億４,５２１万９,６６６円、
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不用額１,２８９万１,３３４円でございます。この一般管理費につきましては、複

数の課にまたがっていることから、会計課、歳出分のみを資料としてまとめました

ので、それに基づき説明させていただきます。 

 会計課資料の４ページのほうを御覧ください。 

 資料４でございますが、表内の括弧書きにつきましては、全ての所属の総額を記

載しております。 

 ２款総務費における会計課分の支出済額は１１３万８,１１５円で、会計事務及

び庁内事務経費であります。 

 節別に詳細を申し上げます。 

 まず、１１節の需用費でございます。１１節需用費の支出済額は８４万７,７２

０円で、うち消耗品費が２２万１,４２８円、内訳としましては、事務用コピー用

紙、決算書関連用紙代等であります。印刷製本費６２万６,２９２円は、決算書印

刷製本代ほか、会計事務帳票類等の印刷代であります。 

 次に、１２節役務費でございます。役務費の支出済額は２４万４,１４５円で、

通信運搬費が２０万３,００１円、こちらは、口座振込通知等の郵送代と、保険料

として４万１,１４４円、こちらは、全国市長会の公金総合保険の保険料でありま

す。 

 次に、１４節使用料及び賃借料でございます。こちらが４万１,２５０円は複合

機の使用料であります。 

 次に、１９節の負担金、補助及び交付金でございます。１９節負担金、補助及び

交付金は、こちらは、県下１４市の会計管理者で組織する三重県都市会計管理者協

議会の負担金５,０００円であります。 

 一般管理費については以上でございます。 

 次に、１１款の公債費、１項公債費、２目利子、２３節償還金利子及び割引料で

ございます。総予算現額の５,４９８万５,０００に対して、総支出済額が５,４５

７万３,３９６円、総不用額で４１万１,６０４円であります。そのうち会計課の所

管分につきましては、予算現額４１万１,０００円に対し、支出済額はゼロ円、不

用額が同額の４１万１,０００円であります。これは、一時借入れの際に支払利息

として予算計上しているもので、令和元年度では、一時借入れは行いませんので不

執行となっております。 

 会計課所管分の決算については、以上でございます。御審議いただき、御承認賜

りますようよろしくお願いいたします。 
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○南委員長  会計課より、歳入と歳出の説明をいただきました。 

 何か御意見のある方、御発言をいたします。 

 歳入の細かい面については、各課の歳出のほうで説明を受けることでいいんでし

ょうね。会計が責任持って答えるんじゃなしに、各課のほうで、歳入歳出のほうも

説明していただくということで、細かい部分、特に所管の部分については、その持

ち方でよろしいんですか。 

○平山会計管理者兼会計課長  特に所管課のほうでは、歳出を中心に説明してい

ただいて、その中で、特に重要な歳入につきましては、併せて説明をさせていただ

くというような形で。 

○南委員長  歳入のほうは会計課のほうで説明をしていただくということなんで

すね。 

○平山会計管理者兼会計課長  一般会計の歳入につきましては、会計課説明とい

うことです。 

○南委員長  分かりました。 

 一般会計の歳入歳出について、仲委員。 

○仲委員  決算書の７１ページ、雑入、諸収入の受託収入、７１ページの雑入で、

収入未済額が１,１４９万７,５９７円ありますね。これが、７５ページの３節の民

生費雑入だと思うんですね、同額ですから。そうですね。いいんかいね。 

 ７５ページの民生費雑入の収入未済額１,１４９万７,５９７円を見てもらったら

いいんですけど、実はこれ、昨年度と比較すると、昨年度は１,１１１万４,９０１

円なんですわ。１３８万２,６９６円増加しておると。これだけ見るといと、数年

前から未済額があるんだと思うんですけど、何か分からんもんで、主にどういうも

のが収入済額になっているか、お聞きします。答えられる。 

○平山会計管理者兼会計課長  今、仲委員さんから御質問のありました部分につ

きましてですけれども、こちらのほう、生活保護法の、先ほども申し上げましたけ

れども、法令では第６３条及び第７８条、あと第７８条の２による、それぞれ返還

の事由が法令で記載されておりますが、それらの法令に基づいて返還となった部分

が、これの収入未済額として残っておる分になります。 

○仲委員  備考欄には、今年度入ったのの、言ったら６３条とか７８条の返還金

が現年分で入っていますね。ただ、ほかにも返還されるべきものがあったけど、歳

入がされなんだということになりますね。よろしいですか。 

○平山会計管理者兼会計課長  返還金につきましては、一括で全額返還というケ
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ースばかりではございませんので、それぞれ分割での返還であったりということに

なります。現在、返還となった総額のうち、まだ未済のものにつきましては、未済

額として残っておるということです。 

○南委員長  よろしいですか。 

 他にございませんか。 

 会計課の審査はよろしいですか、付託議案の。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○南委員長  ないようでしたら、会計課の審査を終わります。御苦労さんです。 

 次に、総務課の説明、時間がかかります。 

 そうしたら、総務課の説明だけ受けたいと思いますので、いましばらく御辛抱を

お願いいたします。 

 それでは、総務課所管の決算の説明を求めます。 

○竹平総務課長  それでは、議案第５８号、令和元年度尾鷲市一般会計歳入歳出

決算の認定についてのうち、総務課関係について、令和元年度尾鷲市一般会計歳入

歳出決算書のほか、令和元年度の尾鷲市一般会計歳入歳出決算審査意見書及び行政

常任委員会資料等に基づき御説明をさせていただきたいと思います。 

 まず、決算審査意見書の５４ページをお願いいたします。通知をさせていただき

ます。 

 これは、令和元年度、節別決算額の集計表でございます。 

 まず、人件費についてでございますが、人件費については、人件費は決算書にお

いてそれぞれの科目に計上させていただいておりますので、多岐にわたっておりま

す。ということで、人件費についての一括総務課のほうから御説明をさせていただ

くものでございます。 

 この集計表の中で、１節報酬から４節共済費までについて御説明をさせていただ

きたいと思います。 

 次ページの５７ページを御覧ください。 

 令和元年度の決算額の集計になっております。 

 １節報酬、令和元年度決算額合計は８,３９１万２,０９８円で、対前年度増減率

はマイナス４.５％、３９６万６,６０３円の減でございます。減額の主な要因とい

たしましては、指定統計調査の１９７万９,０００円の減額、これは各年度によっ

て調査項目が違うため、住宅土地統計調査等、令和元年度は実績として減額してお

り、そのほか、消防費での訓練手当、出勤手当の減が主なものでございます。 
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 次に、２節給料、決算額６億６,２５５万６,４０９円で、対前年度増減率は２.

３％の減額でございます。職員数２名の減が主な要因となっております。 

 ３節職員手当等、決算額４億７,７３９万６,２７１円で、対前年度増減率は７.

９％の増です。これは、期末勤勉手当が前年度比４.２％の減額となっております

が、退職手当等、約４,３０２万円の増により増額となったことが主な要因でござ

います。 

 ４節共済費、決算額２億６,３９６万７,３９７円で、対前年度増減率は４.３％

の減となっております。共済費の減額につきましては、人員減及び共済費追加費用

の負担割合の引下げによる減額でございます。 

 この１節から４節までの人件費の決算額合計は１４億８,７８３万２,１７５円で、

令和元年度決算額合計額１０２億１,６９５万９,５５６円のうち１４.６％を占め

ており、前年度比較で２９４万１,１５９円の増額となっています。この給料職員

手当共済費の給与費等の推移につきましては、別紙に決算参考資料に記載されてお

ります。平成２４年度と比較いたしますと、一般会計で職員数が７名の減、給与費

等につきましては６年間で２億８,３８９万４,０００円の減額となっております。 

 続きまして、７節の賃金を御覧ください。令和元年度決算額合計２億３,４１５

万３,５４８円で、対前年度増減率は０.６％の増で１４２万３,９１１円増額して

おります。なお、人件費のうち、議員報酬及び期末手当消防団員等公務災害補償共

済基金掛金、臨時職員の共済費等を除く職員人件費につきましては、行政常任委員

会の資料の１ページに記載をしております。 

 また、特別会計を含む賃金については、２ページに款別に記載をしていますので、

また後ほど御参照ください。 

 それでは、決算の主要説明のほうを御覧いただきたいと思います。別冊の５１ペ

ージ５２ページを御覧ください。通知をさせていただきます。 

 職員手当等３節明細書で款別、費目別に記載しておりますが、５１ページの右か

ら２番目の時間外手当の欄を御覧ください。 

 １款議会費から９款教育費までの一般会計時間外手当の合計額は３,４８７万５,

６４６円です。これは、前年度と比較いたしますと７４５万５７２円の増額となっ

ておりますが、昨年は、三重県知事選挙及び参議院選挙があり、選挙費で７９７万

８,８４８円増額していることが主な要因でございます。 

 それでは、職員への人件費以外の歳出について御説明をさせていただきたいと思

います。 
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 決算書の９０、９１ページを御覧ください。通知をさせていただきます。 

 ２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、予算現額９億５,８１１万１,０

００円に対し、支出済額は９億４,５２１万９,６６６円、不用額は１,２８９万１,

３３４円となっております。１目一般管理費については、総務課以外に政策調整課、

会計課、財政課の予算も混在しておりますので、行政常任委員会にて御説明をさせ

ていただきます。 

 行政常任委員会の資料の３ページを御覧ください。通知をさせていただきます。 

 この明細書でございますが、上段に括弧書きがございます。これは決算書に記載

の額で、下段が総務課に係る決算額でございます。 

 １節報酬１４万円の支出は、情報公開個人情報審査会委員報酬及び本庁舎耐震改

修事業プロポーザル選定委員報酬でございます。不用額１６万円につきましては、

主なものとしまして、いじめ問題調査委員会に関する事案がなく、委員会の委員報

酬等が不執行となったものでございます。 

 次に、７節賃金７,７８８万５,３０７円の支出は、２項徴税費、４項選挙費、５

項統計調査費を除く、臨時職員の賃金でございます。 

 ８節報償費５０万円の支出は、職員採用試験の外部面接官報償費及び顧問弁護士

費用でございます。 

 ９節旅費９万６００円の支出は、職員採用面接官旅費、情報公開審査会等委員旅

費が主なものでございます。不用額４７万８,４００円は、災害被災地派遣職員旅

費２８万６,４４０円及びいじめ問題調査委員会旅費の不執行８万１,０００円が主

なものでございます。また、災害被災地派遣旅費につきましては、平成３０年度か

ら始まった被災地への対口支援の順番が三重県内で定められております。その順番

は、現在、名張市に次いで２番目となっていることから、この３月での補正の減額

を見送ったものでございます。 

 １１節需用費１,６２４万５,７０４円の支出は、書籍、条規類集等追録代、蛍光

灯、トイレットペーパー等の消耗品費が１７０万４,０５５円、公用車ガソリン代

等の燃料費が３７８万２,６７９円、庁舎電気水道光熱水費が８３５万６,３２３円、

空調照明、給排水等の庁舎修繕料１５８万８,５７０円が主なものでございます。

不用額２２５万７,２９６円につきましては、光熱水費で５２万９,６７７円のほか、

公用車ガソリン代６３万５１１円、庁舎修繕料６４万８,４３０円が主なもので、

予算額に対しての不用額となっております。 

 次ページ、１２節役務費５６１万２,１２６円の支出は、郵便、電話料の通信運
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搬費が３２４万８,５６１円ほか、浄化槽保守点検手数料１７３万１,５２０円が主

なものでございます。 

 １３節委託料７,４２１万１,２４６円の支出は、条規類集追録加除、職員採用試

験、健康診断委託料及び公用車管理、人事給与文書管理システム保守ほか、庁舎警

備、清掃業務委託料が主な支出となっています。不用額は、市庁舎警備業務委託料

１２３万６,０００円の入札差金が主なものでございます。 

 １４節使用料及び賃借料３,２１５万７,０４９の支出は、インターネット回線使

用料ほか、コンピューター機器、各種システム借上料等、記載のとおりでございま

す。 

 次ページをお願いいたします。 

 １５節工事請負費２億３,９８０万円の支出は、本庁舎耐震改修工事設計業務及

び耐震改修工事によるものでございます。 

 次に、１８節備品購入費９万２２４円の支出は、公用自転車２台を購入したもの

でございます。 

 １９節負担金、補助及び交付金５９５万６２８円は、職員研修参加費負担金、税

番号制度に係る中間サーバー利用負担金、三重県セキュリティークラウド負担金な

どの支出でございます。 

 それでは、決算書で御説明をさせていただきたいと思います。１１８ページと１

１９ページを御覧ください。通知をさせていただきます。 

 ８目公平委員会費、予算現額６万７,０００円に対し、支出済額は６万５,５００

円で、不用額は１,５００円となります。主な支出は、委員３名のほか、愛知県知

多市で開催された全国公平委員会東海支部総会及び事務研究会出席のための旅費、

全国公平委員会東海支部及び県連合負担金支出となっております。 

 続きまして、１３０、１３１ページを御覧ください。通知をさせていただきます。 

 １４目の諸費でございます。総務課分は、１９節負担金、補助及び交付金１４２

万１,０００円のうち８万３,０００円で、三重県社会保険協会費、三重県安全運転

管理協議会費、安全運転管理者講習会会費、次ページにお願いいたします。紀北自

家用自動車協会費、三重県自治研究センター年会費、平和首長会議納付金の計８万

３,０００の記載のとおりでございます。 

 次に、１４２ページ、１４３ページを御覧ください。通知をさせていただきます。 

 ４項の選挙費、１目選挙管理委員会費、予算現額１０８万５,０００円に対し、

支出済額は１０７万７,７８２円で、７,２１８円の不用額を生じております。主な
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支出といたしましては、委員４名に対する１節報酬が６３万８,０００円、９節旅

費１２万６,４００円は、静岡県掛川市で開催された選挙管理委員会東海支部総会

出席旅費でございます。 

 次ページの１４５ページをお願いいたします。 

 １１節需用費でございます。１９万６,１４０円は、書籍購入追録代ほか事務消

耗品代でございます。 

 １２節役務費８,０４２円は、郵便料の通信運搬費でございます。 

 次に、１９節負担金、補助及び交付金１０万９,２００円の支出につきましては、

全国市区選挙管理委員会連合会負担金ほか、記載のとおりでございます。 

 次に、２目三重県知事選挙費、予算現額６３６万３,０００円に対し、支出済額

は６３５万８,０９５円で、４,９０５円の不用額を生じております。平成３１年４

月７日執行の三重県知事選挙に係る経費で、主な支出は、１節報酬８２万９,６０

０円は、期日前投票に係る管理者立会人報酬でございます。 

 ３節職員手当等３６６万１４８円は、選挙事務に従事した職員の時間外勤務手当

が主なものでございます。 

 ４節共済費２万１,６６０円は、臨時職員の社会保険及び雇用保険料の事業主負

担分でございます。 

 ７節賃金１９万２,０９０万、臨時職員賃金でございます。 

 １１節需用費９万７,９６４年の主な支出は、事務消耗品代でございます。 

 １２節役務費７９万６,６３７円は、次ページの選挙公報配布手数料、分類機支

援手数料が主なもので、１３節委託料につきましては６４万８,０００円で、選挙

ポスター掲示場設置撤去手続委託料でございます。 

 １４節使用料及び賃借料１１万１,９９６円は、投票所等会場借上料及びパソコ

ンリース料でございます。 

 次に、３目三重県議会議員選挙費、予算現額２６４万１,０００円に対し、支出

済額は２６４万１６４円で、８３６円の不用額を生じております。知事選挙と同日

に施行された三重県議会議員選挙に係る経費で、主な支出は、１１節需用費１９６

万５,７６４円、事務消耗品代ほか、フロアシート、折り畳み椅子等の購入が主な

支出でございます。 

 １３節委託料６４万８,０００円は、記載のとおりでございます。 

 次に、４目参議院議員選挙費、予算現額１,１９２万８,０００円に対し、支出済

額は１,１９２万１,１０１円で、６,８９９円の不用額を生じております。 
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 １節報酬１１６万５,８００円、期日前投票に係る管理者立会人報酬でございま

す。 

 ３節職員手当等４３３万６,７００円は、選挙事務に従事した職員の時間外勤務

手当が主なものでございます。 

 次ページ、７節賃金３２万７,３１６円は、臨時職員２名分の賃金でございます。 

 ８節報償費７万６,６８０円は、選挙ポスター公営掲示場設置謝礼金でございま

す。 

 １１節需用費１４４万８,４１８円は、消耗品費６８万１,０７８円、印刷製本費

として、投票所入場整理券印刷代等４２万６６０円、期日前投票所照明器具取替え

修繕ほか修繕料３４万６,６８０円であります。 

 １２節役務費２０２万４,７３１人は、主なものとしまして、通信運搬費７５万

４,２６２円、選挙公報配布手数料３８万７,９０９円、分類機支援手数料３１万３,

２００円でございます。 

 １３節委託料１２９万６,０００円は、記載のとおりでございます。 

 １４節使用料及び賃借料１２４万５,４５６円は、次ページになります洋上投票

関係、ファクス借上料１０５万７,８６０円が主なものでございます。なお、選挙

費につきましても、行政常任委員会の資料の６ページ、７ページに詳細を記載して

おります。また、８ページ以降には、情報公開審査会、情報公開開示件数ほか、公

平委員会、選挙管理委員会関係、最終ページには、令和元年度に専決処分となった

損害賠償の額の決定についてを記載しておりますので、後ほど御参照いただきます

よう、よろしくお願いいたします。 

 以上で、令和元年度総務課に係る決算説明を終わらせていただきます。よろしく

御審査賜りますようお願い申し上げます。 

○南委員長  昼食のため、休憩します。午後は１時１０分から。 

（休憩 午後 ０時００分） 

 

（再開 午後 １時００分） 

○南委員長  それでは、休憩前に引き続き会議を続行いたします。 

 総務課所管の説明はいただいておるので、説明について御質疑、御意見のある方

は御発言をお願いいたします。 

 特にございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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○南委員長  特にないようでございますので、総務課の所管の分、終わります。

ありがとうございました。 

 それでは、引き続きまして、議会事務局のほうの説明を求めます。 

○高芝議会事務局長  議会事務局です。よろしくお願いします。 

 それでは、議案第５８号、令和元年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算の認定につい

てのうち、議会費に係る決算について説明させていただきます。 

 決算書の８６、８７ページを御覧ください。歳出。８６、８７ページです。 

 それでは、まず、歳出の１款１項１目議会費でございますが、予算現額１億１,

８６７万１,０００円に対し、支出済額は１億１,６４３万７,４９１円で、不用額

は２２３万３,５０９円でございます。 

 なお、議会費の令和元年度の執行率は９８.１％、また、一般会計における構成

比は１.１％となっております。 

 それでは、節ごとに主なものを説明させていただきます。 

 まず、１節報酬は、支出済額５,１７１万２,５３２円で、議員１３名分の報酬で

ございます。 

 ２節給料は１,２６４万５,０００円で、事務局職員３名分の給料でございます。 

 ３節職員手当等は２,２６３万９,３０９円で、事務局職員の各種手当及び議員期

末手当でございます。 

 ４節共済費は２,２４５万４,５９１円で、議員及び事務局職員それぞれの共済組

合負担金でございます。 

 ９節旅費は８４万４,６６０円で、議長会関係の各種会議出席旅費などでござい

ます。不用額につきましては、議会運営委員会の管外行政視察実施を見送ったこと

などに伴う旅費の残額が主なものでございます。 

 次に、１０節交際費は１５万２３円で、慶弔費のほか、市内各所で開催されたイ

ベント関連の御祝儀などでございます。 

 次に、１１節需用費は７４万７,２６０円で、主なものは消耗品費で６５万７,８

３０円。これは、防災用安全靴購入、法令集等の追録加除、新聞購読料及びコピー

用紙代などでございます。 

 次に、１２節役務費は１３万２,６３０円で、郵送料などの通信運搬費、地元新

聞等への各種広告料及び議場の名札書換え手数料でございます。 

 １３節委託料は１６５万７,７５０円で、会議録反訳に係る委託料でございます。 

 次に、１４節使用料及び賃借料は２９２万６,０７６円で、主なものといたしま
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しては、２段目の回線使用料１５６万７,５８４円。こちらは、セルラータイプの

タブレットの通信料として１０５万７,４６４円と、議会中継用のインターネット

回線使用料、こちらが５１万１２０円でございます。ほかペーパーレス会議システ

ムの利用料９８万１,０００円、管外行政視察時のバス借上料３１万９,０００円で

ございます。 

 次に、１９節負担金、補助及び交付金は４４万７,６６０円で、負担金といたし

ましては、全国市議会議長会負担金３０万６,０００円、以下、中南勢都市議会議

長会負担金まで、記載のとおりでございます。 

 以上で、令和元年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算のうち、議会費に係る説明とさ

せていただきます。よろしく御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○南委員長  議会に係る説明は以上でございます。 

 御質疑のある方は御発言をお願いいたします。 

 よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○南委員長  それでは、特にないようでございますので、議会事務局のほうの審

査を終了いたします。 

 次に、監査事務局は待機しておりますか。 

 それでは、監査事務局所管の決算の説明をお願いいたします。 

○野地監査委員事務局長  監査委員事務局です。よろしくお願いいたします。 

 それでは、議案第５８号、令和元年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算の認定につい

てのうち、監査委員事務局に係る決算について御説明させていただきます。 

 初めに、監査委員事務局の職員体制についてでありますが、識見監査委員、議選

監査委員の補助を行うため、事務局職員２名が従事しております。監査委員の指揮

の下、定期監査、例月出納検査、決算審査実施に係る照査、検証、指導などの経常

的な作業のほか、住民監査請求ほか各種請求に対する監査の実務を行っております。 

 それでは、主要施策の成果及び実績報告書の３２ページを御覧ください。通知い

たします。 

 令和元年度の主な事業の内容といたしましては、令和元年５月から令和２年２月

にかけて、所管する各種委員会を含む各課、各地区センター、学校、コミュニティ

ーセンター、指定管理者、財政援助団体など計４２か所に対する定期監査を実施し

ております。例月出納検査としましては、毎月１回、一般会計、特別会計並びに病

院、水道の公営企業会計に係る支出命令書、支出調書ほか関係諸帳簿の計数確認と
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現金保管状況及び基金運用状況等の確認を行っております。また、５月下旬から８

月中旬にかけては、各会計の決算審査並びに財政健全化及び経営健全化審査を実施、

審査の概要につきましては、定例会において代表監査委員から御報告させていただ

いておるものです。 

 令和元年度の監査委員事務局に係る職員人件費を除く監査事務費の決算額は２２

７万７,０００円で、全て一般財源となっております。 

 それでは、令和元年度尾鷲市一般会計、会計歳入歳出決算書の１５２ページ、１

５３ページを御覧ください。 

○南委員長  お願いします。 

○野地監査委員事務局長  ２款総務費、６項監査委員費、１目監査委員費の予算

現額については１,７０２万７,０００円で、支出済額は１,６８９万７１６円、不

用額は１３万６,２８４円となっております。 

 １節報酬、支出済額１７６万８,７８３円は、監査委員２名分の委員報酬であり

ます。 

 ２節給料から４節共済費は、事務局職員２名分の人件費であります。 

 次に、８節報償費につきましては、住民監査請求等における弁護士相談料６万６,

０００円を予算計上しておりましたが、本年度は案件がなかったため、支出はござ

いませんでした。 

 ９節旅費の支出済額４万２,０００円は、東海近畿北陸３地区共催都市監査事務

研修会及び中部地区評価監査セミナー等への参加のための旅費であります。 

 １１節需用費、支出済額４１万８,７７７円は、地方監査事務概要提要など、書

籍の追録加除代及び地方公営企業関係法令集の購入費並びに事務用品購入等に係る

消耗品費であります。 

 １２節役務費につきましては、弁護士相談等に係る郵送料１万円を想定しており

ましたが、本年度は、このような案件がなかったため使用いたしておりません。 

 １９節負担金、補助及び交付金、支出済額２万５,４００円は、１５３ページか

ら１５４ページの備考欄に記載のとおり、３地区共催事務研修会負担金、三重県や

東海地区及び全国の各都市監査委員会会費、東海地区総会研究会の参加負担金であ

ります。 

 以上で、監査委員費についての決算の説明を終わります。よろしく御審議賜りま

すようお願い申し上げます。 

○南委員長  以上でございます。 
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 御意見、御質疑のある方、御発言をお願いいたします。 

 よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○南委員長  ないようでございますので、監査事務局に係る審査を終了いたしま

す。ありがとうございました。 

 続いて、政策調整課の審査に入ります。 

 それでは、政策調整課に係る議案第５８号、令和元年度尾鷲市一般会計歳入歳出

決算の認定についての所管の部分の説明を求めます。 

○三鬼政策調整課長  マスクを外して、失礼します。政策調整課です。よろしく

お願いいたします。 

 それでは、議案第５８号、令和元年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算の認定につい

てのうち、政策調整課に関する決算状況につきまして、歳入歳出決算書、主要施策

の成果及び実績報告書及び当課作成の資料に基づいて御説明をさせていただきます。 

 まず、最初に、決算書の９０ページ、９１ページ、通知をさせていただきます。

よろしくお願いします。 

 決算書９０ページからの２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費につきま

しては、当課に係る部分のみを別途資料にまとめさせていただきました。資料は、

一般管理費に加えて、２目の文書広報費、５目の企画費、１０目男女共同参画費、

５項統計調査費の１目統計調査総務費、２目指定統計調査費につきましても同様に

まとめておりますので、こちらの資料を基に説明をさせていただきます。 

 委員会資料の２ページを通知させていただきます。 

 資料の見方ですが、上段の括弧書きが全体の額、下段が政策調整課分でございま

す。 

 では、１目一般管理費、予算現額６,７４１万円に対し、支出済額は６,１４４万

８,８２３円で、不用額は５９６万１,１７７円でした。不用額の主なものは、９節

旅費７２万９,８１０円、１２節役務費１２３万１,１０３円、１３節委託費３６９

万９,９３０円は、いずれも当初見込みより執行が少なかったことによるものでご

ざいます。 

 主な支出は、９節旅費が９６万４,１９０円、１０節交際費が３７万９,３７９円

で、市長の事務経費でございます。 

 １１節需用費の支出は２９万６,１９８円で、ふるさと納税関連の消耗品が主な

ものでございます。 
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 １２節役務費の支出は４７５万７,８９７円で、ふるさと納税指定代理納付手数

料が主なものでございます。 

 １３節委託料の支出は５,３９０万７０円で、ふるさと納税関連業務委託料が主

なものでございます。 

 １４節使用料及び賃借料の支出は４２万６,０８９円で、ふるさと納税に関する

サーバー使用料が主なものでございます。 

 １９節負担金、補助及び交付金の支出７２万５,０００円は、三重県市長会関係

の負担金でございます。 

 委員会資料、次のページをお願いいたします。決算書では１０２ページから１０

５ページとなります。 

 ２目文書広報費は、予算現額１,３１６万７,０００円に対し、支出済額は１,２

７１万５,４４１円、不用額は４５万１,５５９円でした。主な支出は、１１節需用

費が６０７万４,７４８円で、広報おわせの印刷費が５６８万７,９４２円でござい

ます。 

 次に、１２節役務費は４７８万５,２５４円で、広報配布手数料が４６２万７,１

５８円でございました。 

 １３節委託料は４３万２,０００円で、ホームページ構築業務委託料でございま

す。 

 １４節使用料及び賃借料は１３８万４,４３９円で、ホームページに係るクラウ

ドシステム利用料が１３０万６,８６０円でございました。 

 １９節負担金、補助及び交付金は、前年同様の３万９,０００円で、広報協議会

等への負担金でございます。 

 次に、５目の企画費でございます。委員会資料では、２ページから３ページ、決

算書では１０８ページから１１５ページでございます。 

 ５目企画費は、予算現額１億１,１３３万５,０００円に対し、支出済額は９,５

１６万６,５６８円、不用額は１,６１６万８,４３２円となっております。 

 ８節報償費は２,１５１万１,８００円の支出で、１１名分の地域おこし協力隊活

動報償費が主なものでございます。 

 次に、９節旅費は５３万４,２００円の支出でございました。 

 １１節需用費は５３万６,９７５円の支出で、地域おこし協力隊活動用消耗品、

燃料代、光熱水費でございます。 

 次に、１２節役務費は５６万３,４２４円の支出で、地域おこし協力隊活動用の
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通信運搬費、広告料、手数料等でございます。 

 次に、１３節委託料は４,８１３万５,５４４円の支出で、ふれあいバス運行に係

る指定管理費及び委託料等でございます。 

 次に、１４節使用料及び賃借料は１２１万７,９８９円の支出で、主に複合機使

用料及び地域おこし協力隊活動用の車両リース料等でございます。 

 次に、１９節負担金、補助及び交付金は２,２６６万６,６３６円の支出で、東紀

州地域振興公社負担金、地域間幹線系統確保維持費補助金、地域おこし協力隊活動

費補助金が主なものでございます。 

 続いて、１０目の男女共同参画費でございます。委員会資料では４ページから５

ページ、決算書では１２０ページから１２１ページでございます。 

 １０目男女共同参画費は、予算現額２５万６,０００円に対し、１２万９,６１７

円を支出し、不用額は１２万６,３８３円でした。 

 １節報酬は５万２,８００円の支出で、男女共同参画審議会委員の報酬２回分で

ございます。 

 ８節報償費は４万円の支出で、男女共同参画セミナー講師謝礼でございます。 

 １９節負担金、補助及び交付金は３万６,１７３円の支出で、三重県内男女共同

参画連携映画祭東紀州市町負担金でございます。 

 次に、５項の統計調査費でございます。委員会資料では５ページ、決算書では１

５０ページから１５１ページでございます。 

 １目統計調査総務費は、予算現額７０２万２,０００円に対し、支出済額は６９

６万９,５０２円で、不用額は５万２,４９８円でした。 

 １１節の需用費は８万３,２２１円の支出で、消耗品費、統計書の印刷製本費で

ございます。 

 次に、２目指定統計調査費は、予算現額２２８万７,０００円に対し、支出済額

が２１７万６,０００円で、不用額は１１万１,０００円でございました。 

 １節報酬は１５２万７,６５０円の支出で、農林業センサス、経済センサス調査

等に係る指導員及び調査員の報酬でございます。 

 １４節需用費は４４万３,３３６円の支出で、統計調査用の消耗品でございます。 

 ここで、主要施策の成果及び実績報告書及び当課資料を用いて、担当より御説明

をさせていただきます。 

○西村政策調整課主幹兼係長  それでは、主要施策の政策及び実績報告書の２２

ページを御覧ください。通知いたします。 
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 ふるさと納税事業でございますが、事業の内容の成果としましては、インターネ

ットを通じたふるさと納税ＰＲや東京おわせ会、鷲友会等においてＰＲを行うこと

により、令和元年度ふるさと納税寄附件数５,６１５件、寄附金額１億１,２７３万

円となりました。事業費決算額５,９４５万１,０００円、財源内訳は全て一般財源

でございます。 

 以上でございます。 

 続きまして、ふるさと納税事業につきましては、資料３、令和元年度ふるさと納

税事業について、６ページから１０ページにて説明させていただきます。委員会資

料６ページを御覧ください。通知いたします。 

 令和元年度ふるさと納税事業に係る支出済額表を御覧ください。 

 ２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、予算現額６,４４３万１,０００

円のうち、５,９４５万７６９円がふるさと納税事業に係る支出済額となりますの

で、次の表を御覧ください。 

 ９節旅費の支出済額１４万９,４４０円につきましては、ＰＲ事業等での出張旅

費が主なものとなっております。 

 １１節需用費の支出済額２９万２,６８８円につきましては、事務用品の消耗品

費や返礼品等ＰＲ用チラシの印刷費であります。 

 １２節役務費の支出済額４７４万９,８３２円で、内訳としましては、寄附して

いただいた方へ納税証明書の発送等に係る通信運搬費１３５万４,０７８円やふる

さと納税ポータルサイト代理納付手数料３３９万５,７５４円となります。 

 １３節委託料の支出済額５,３９０万７０円につきましては、ふるさと納税関連

業務委託料となります。この委託料の内訳としましては、返礼品代や発送代等、返

礼品に関連する経費が含まれております。また、不用額３６９万９,９３０円につ

きましては、ふるさと納税寄附金額に対しての返礼品費となりますので、予算に不

足が生じないよう計上した結果となっております。 

 １４節使用料及び賃借料の支出済額３５万８,７３９円につきましては、ふるさ

と納税システムサーバーの使用料が主なものとなります。 

 続きまして、委員会資料７ページを御覧ください。通知いたします。 

 こちらは、令和元年度のふるさと納税事業に係る活動実績の一覧になります。主

立ったものだけ御説明させていただきます。 

 令和元年５月１４日には、本市が総務大臣より、ふるさと納税の対象となる地方

公共団体の指定を受けました。６月３０日には、第２３回東京おわせ会に出席し、
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ふるさと納税ＰＲを行いました。７月には、ふるさと納税元気寄附金パンフレット

を作成し、東海地区主要郵便局、県内の道の駅、市内宿泊施設及び飲食店に５,０

００枚配布いたしました。８月３日には、前年度寄附された方を対象に、おわせ港

まつりへ招待する感謝企画を実施したところ、９９組、３５２名の方に来ていただ

くことができました。また、同月、尾鷲高校まちいくにおいて、尾鷲市へのふるさ

と納税を拡大していくためのアイデアや、ふるさと納税をきっかけに尾鷲を応援し

てくれる人や関心を持ってくれる関係人口づくりについて考えてもらう人材育成プ

ログラムを実施し、同日８月３日には、ふるさとチョイス運営会社である株式会社

トラストバンクによるふるさと納税生産者勉強会及び情報交換会を行い、市内事業

者に参加を呼びかけ、ふるさと納税を新たなビジネスチャンスとして捉え、事業拡

大や地場産業の活性化について出品事業者勉強会を行いました。９月には、楽天ポ

ータルサイトを開始し、寄附者の裾野を増やし、多くの方々から寄附を受け付ける

ことができるようにポータルサイトの充実も図りました。１１月には、中京、関西

鷲友会、東紀州ミカン祭りに出席し、ＰＲ活動を行いました。 

 ふるさと納税寄附金額等の推移、寄附金額別内訳、寄附者、地域別内訳、返礼品

件数上位１０品、アンケート内訳につきましては、委員会資料８ページから１０ペ

ージを御覧ください。今後もより魅力ある尾鷲らしい返礼品や時代のニーズをいち

早く把握し、市内の事業者とともに返礼品を追加し、寄附の拡大獲得を図るととも

に本市に寄附者が応援したいと思い、寄附していただけるような取組を行っていき

たいと考えております。 

 以上がふるさと納税事業に係る歳出となります。 

 それでは、主要施策の実績及び報告書の２５ページを御覧ください。通知いたし

ます。 

 定住移住促進事業です。事業内訳としましては、地域の魅力ある仕事と田舎暮ら

しに興味のある人をつなぎ、この地域での働き方や多様なライフスタイル実体験で

きる体験型プログラムを作成し、ウェブによる情報発信を行うとともに、都市部で

の移住促進ＰＲを活動として、６月３０日、東京において仕掛人市ブース出展、４

月１０日、名古屋大須仕事バー、名古屋喫茶アミーゴにて、特産品試食会や地域で

働いている若者のトークイベントの開催、７月１５日、大阪ＮＰＯ法人ハローライ

フにおいてトークイベント、地域インターン滞在型プログラムのＰＲを行いました。 

 これらのＰＲイベントの結果、インターン型、滞在型プログラム参加者が１３名

おり、夢古道おわせ、カフェマドロス、ほんじつのさかななど、尾鷲らしい働き方
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を体験していただき、外部人材の受入れについての機運の醸成に一定の効果があり、

今後も継続することが重要であると考えております。 

 また、尾鷲高等学校の学生が、この地域が抱える課題をミッションとして提示し、

フィールドワークやグループディスカッションを通じてその解決策を検討し、発表

する高校生地域人材育成事業、尾鷲高校まちいくやインターンシップの受入れを行

いました。成果としましては、尾鷲高校まちいくを実施することにより、生徒がこ

の地域の実情、魅力などを深く知ることにより、地域の課題を自らで解決するため

の能力、意識の醸成を図り、将来一人でも多くの学生が地域の再生を担う人材に成

長できることを期待できると考えております。 

 事業費決算額４０５万円、国庫支出金として、地方創生交付金４９万５,０００

円、県支出金として、三重県南部地域活性化推進補助金４８万円、その他特定財源、

移住定住交流推進事業助成金１７０万円、一般財源１３７万５,０００円となって

おります。 

 以上でございます。 

 それでは、主要施策の成果及び実績報告書の２６ページを御覧ください。通知い

たします。 

 地域おこし協力隊事業です。事業の内容としましては、地域おこし協力隊を地域

へ導入することにより地域の課題などを抽出し、それに対する解決策を地域と行政

とが連携を図りながら進めております。 

 成果としましては、久喜町地域おこし協力隊１名は、網干場のさらなる活用、海

の資源や山の資源のＳＮＳ等による情報発信を進めながら、登山道整備や地域のボ

ランティア活動にも積極的に参加し活動しております。 

 次に、早田町地域おこし協力隊２名は、新鮮な早田の魚や魅力を発信するために、

合同会社き・よ・りにおいて、うみまかせ、鮮魚販売、サバキ会を中心に活動を行

い、津や松阪地区を中心に早田の鮮魚の顧客確保や販売促進、早田地域のＰＲに努

めながら、まちづくり活動及び関係団体と連携した活動を行っております。 

 次に、三木浦地域おこし協力隊１名は、三木浦町地域の方々の交流、憩いの場づ

くりとして再生したカフェマドロスの運営を行い、町外から訪れる方と地域の方と

の交流促進を図りながら、まちづくり活動にも積極的に参画しております。 

 次に、三木里町地域おこし協力隊１名は、令和元年８月３日に三木里海水浴場を

中心にキッチンカー営業を始動させました。このことにより、三木里地域の活性化

を目指し、自然を活用したイベント等を開催しながら、三木里地区の情報発信を行
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っております。 

 最後に、定住移住地域おこし協力隊４名、土曜日も対応できる移住のワンストッ

プ窓口を開設し、空き家バンク、住まいのサポートや仕事バンク、仕事の体験メニ

ュー、尾鷲留学のサポートなどを通じて移住希望者へのサポートを行い、都市部で

のプロモーションイベント、本市の魅力ある仕事体験のメニュー等の紹介を行い、

拡大を図り、一人でも多くの方に尾鷲を知ってもらい、定住移住していただけるよ

う努めて、新しい人の流れを構築することを行っております。 

 事業費決算額３,８８９万１,０００円、財源内訳は全て一般財源でございます。 

 以上でございます。 

○中川政策調整課係長  それでは、主要施策の成果及び実績報告書の２３ページ

を御覧ください。通信通知いたします。 

 広報等発行事業でございますが、事業の内容と成果としましては、尾鷲市公式ツ

イッターをはじめ、広報おわせの発行、ホームページによる情報発信業務のほか、

行政放送を１日３回、９時３０分、１２時３０分、１８時３０分、定期的に実施さ

せていただき、イベントのお知らせや申請、申告等の行政手続を中心に情報発信等

を行わせていただきました。事業費決算額は１,２７１万５,０００円で、財源内訳

は、その他特定財源として、総務費雑入のうち、広告事業収入７万円、一般財源が

１,２６４万５,０００円でございます。 

 次に、主要施策の成果及び実績報告書の３１ページを御覧ください。通知いたし

ます。 

 統計調査事業でございますが、事業の内容と成果としましては、各種指定統計調

査の実施によりデータを収集し、令和元年度版尾鷲市統計書を作成し、政策、施策

の立案のための基礎資料としております。また、指定統計調査として、令和元年度

は、農林業センサスなど、所管省庁より委託を受けている統計調査を実施させてい

ただきました。事業費決算額は、一般統計事務経費が８万９,０００円で、財源内

訳は全て一般財源でございます。指定統計事業費は２１７万６,０００円で、財源

内訳は全て県支出金の統計調査費委託金でございます。 

 説明は以上でございます。 

○濵田政策調整課長補佐兼係長  それでは、主要施策の成果及び実績報告書の２

４ページを御覧ください。通知します。 

 交通体系関係事務経費です。事業の内容につきましては、市内の地域公共交通に

ついて、尾鷲市地域公共交通活性化協議会で協議するとともに、ふれあいバス４路
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線、八鬼山線、ハラソ線、尾鷲地区、須賀利地区の４路線のバスの運行を行うもの

であります。また、地域の公共交通を維持するため、交通事業者が運営する公共交

通の運行に係る経費につきまして、支援を行っております。 

 事業の成果といたしましては、昨年、第２回定例会行政常任委員会、第３回定例

会行政常任委員会においても御説明いたしましたが、八鬼山線における三木浦、三

木里間の接続強化、利用者の皆様から要望が多くありました八鬼山線及びハラソ線

における帰宅便の出発時刻調整などを行い、利便性の向上に努めております。ふれ

あいバス４路線での利用者延べ人数は、八鬼山線２万２,２１９人、ハラソ線１万

５１７人、尾鷲地区２万２５７人、須賀利地区２,６１１人の合計５万５,６０４人

で、前年度と比較して３,０４６人の増加となっております。主な増加の要因とし

ましては、あくまで推測になってしまいますが、尾鷲所管内での免許証返納数も増

加していることから、自家用車を使用する方が減ったものと思われます。 

 今後も乗車人数の推移を見守り、次期ダイヤ改正に向け、乗客の皆様からの意見

集約など、随時改正を行っていきたいと考えております。 

 事業費は４,８７２万６,０００円で、財源内訳は、国庫支出金、地域公共交通確

保維持改善事業費補助金１６３万４,０００円、一般財源４,７０９万２,０００円

であります。 

 以上です。 

○三鬼政策調整課長  続きまして、昨年度、政策調整課に在籍いたしました魅力

発信担当に代わりまして、次に、６款の商工費の一部を御説明させていただきます。 

 ６款商工費、１項商工費でございますが、決算書の２５４ページ２５５ページを

通知させていただきます。 

 ６款商工費、１項商工費、３目観光費のうち、当課における魅力発信事業に係る

部分を御説明申し上げます。 

 ９節旅費のうち、魅力発信事業につきましては２３万６,０４０円を旅費として

執行させていただきました。 

 また、１２節役務費のうち、一番下段にございます尾鷲市ＰＲ動画作成手数料１

８万円、これにおきまして、尾鷲市の魅力を発信する動画６本を作成させていただ

きました。 

 以上が、政策調整課に係る令和元年度決算についての御説明となります。よろし

く御審議を賜り、御認定いただきますようよろしくお願いいたします。 

○南委員長  政策調整に係る決算は以上でございます。 
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 御質疑、御発言、お願いいたします。 

○小川委員  実績報告書の２６ページなんですけど、定住移住コンシェルジュの

ところで、成果が出たとかあったんですけど、空き家バンク、何件登録があって、

何人移住してきたとか、そういうのは聞かなかったんですけれども、もし分かれば。 

○西村政策調整課主幹兼係長  令和元年度の実績について、空き家バンクを通じ

た移住者数について説明させていただきます。 

 令和元年度に世帯で３０世帯、５０名の方が尾鷲市に移住定住されました。県外

からの方が１５世帯、１９名、県内から５世帯、１２名、市内から１０世帯、１９

名となっております。 

 以上です。 

○小川委員  そして、仕事バンク、以前も言わせてもらったんですけど、登録を

増やすようなことを言っていたんですけど、今何件ぐらい仕事バンクに登録されて

いるのか。 

○西村政策調整課主幹兼係長  今現在なんですけど、決算ですので、令和元年度

は９ということなんですけど、今現在もどんどん興味のある事業所とか、担い手不

足とか、そのような事業者には、仕事バンクのほうに登録のほうをしていただいて

おります。 

○小川委員  仕事バンクを使って移住されている方も見えるんですか。 

○西村政策調整課主幹兼係長  実際、移住までは結びついてはないんですが、実

際、このプログラムを体験して、今後、移住につなげていくように私たちも努力し

てサポートしていきたいと考えております。 

○南委員長  よろしいですか。 

○濵中委員  通知します。空き家リノベーションはこちらでよろしかったですか。 

 ３８ページの不用額のところで、今、通知したんですけれども、３８ページ、空

き家リノベーション補助金、よろしいですか。 

 率にすると２０％ちょっとの不用なんですけれども、不用になった部分の申請者

がいなかったためというのは、相談されて補助対象でなかったのか、全くその対象

者がなかったのか。もし補助対象者というか、申込みはあったけれども、該当でき

なかったというようなことやと、この補助金の使い勝手としてどうやったのかなと

いう辺りの検証が聞きたいんですけれども。 

○三鬼政策調整課長  不用額、この間につきましては、空き家リノベーション補

助金、また、尾鷲市移住支援補助金、起業支援補助金、これの申請がなかったこと
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が主な理由なのですが、それにつきましても、申請されて該当されなかったのでな

くて、この期間においては、年度途中の補正ということもあって、申請自体が、御

相談自体がなかったということでございます。 

○南委員長  よろしいですか。 

 他にございませんか。 

○仲委員  主要施策の実施報告２４ページ。 

 先ほどの説明で、ふれあいバスの４路線が、昨年と比較して３,０４６人増にな

ったという報告を受けたんですけど、一定の調査をして、乗車数の推移をもって改

定していくと。毎年、何年かおきに改定しても、いろんな支障で出てくるというの

は現状なんですけど、一つは、数年前に路線の変更で、天満地区へのふれあいバス、

ふれあいバスの中で、尾鷲地区の。天満地区へ延ばしましたね。過去には、北浦の

が当初あったけど、乗車数がなかって、そこが変更されたという現実はあるんです

けど、乗車数の推移ということで、天満地区への乗車数は把握されていますか。 

○三鬼政策調整課長  御説明申し上げます。 

 ふれあいバスは、各路線別の乗降者数とか、いわゆる職員が乗り込んでのアンケ

ート調査も行っておるのですが、申し訳ございません。尾鷲地区全体の乗降者数は

あるのですが、区間別の、委員、御質問がありました天満地区を天満堤防まで、ど

れぐらいの乗車数があったのかという、細かいデータは今のところ持ち合わせてご

ざいませんので、今後、例えばいわゆる調査方法も含めまして、その辺も三重交通

様と協議していきたいと思っておりますが、今のところは数字は持ってございませ

ん。 

○仲委員  僕の記憶では、天満地区は、ある年度に自治会会長から強い要望があ

って、数年かかって変更されたという記憶があるんですけど、やはり乗車の推移と

いうのは、市民の方から意見が来る前に、やはり開店前にきちっと調査した上で、

適正な改定ということをお願いしておきます。 

○三鬼政策調整課長  やはり住民の御要望もあって増設したところでございます

し、次回は、令和４年４月が公共交通計画策定の改定もございますので、そういう

乗降調査を踏まえて、どこまで路線を延ばす要望があって、実態がどうなっている

のかということだけ注視していきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○南委員長  他にございませんか。 

○野田委員  政策調整課資料のほうで確認したいんですけど、２ページの決算明

細書のところの不用額について……。 
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 資料２の明細書の２ページなんですけれども、不用額について確認したいんです

が、役務費の通信運搬費のところで１２３万１,１０３円というのは、これは見積

予算で上げていた、ただ単に多く予算計上していたということなんですか。どうな

んですか、一つは。 

○三鬼政策調整課長  ２ページに記載ございますものは、ふるさと納税に関連す

る予算の残でございまして、というのは、当初予算で１億５,０００万円を基本に

予算要求もさせていただいた経緯もございまして、そういうことも含めまして、執

行が及ばなかったというのが主な原因でございます。 

○野田委員  一遍に言いますけれども、あと、４ページのところの自主運行バス

の委託料なんですけれども、これも不用、７１３万４５６円というのは、先ほどの

話で３,０４６人の乗客の増があったということなんですけれども、この金額は、

不用額というのはどういう形って、どうなんですか、これは。 

○三鬼政策調整課長  主な不用額の理由でございますが、ふれあいバスは、業務

委託において入札差金があったことと、あと、国庫補助金が見込みを上回ったこと

により、委託料総額が減少したことによる不用額の発生でございます。 

○野田委員  それと、７ページのところなんですけれども、令和元年度のふるさ

と納税事業活動状況ということで、よく頑張っていただいているなというふうに思

っております。令和元年８月のおわせ港まつりの特別観覧席招待ということで、９

９組の３５２の観覧があったということで、私自身、いいことだなと思いながら、

スタッフの企画調整課の方は大変だったろうなというふうに思っているわけですけ

れども、また、頑張っていただきたいということと、あと、同じくトラストバンク

地域リレーション部の講師を迎えてというところがあるんですけれども、評価はど

うだったんですか。勉強会等の中身は。 

○三鬼政策調整課長  最初の港まつりについては、やはりこれだけの方が尾鷲市

を応援していただいて、実際に足を運んでいただいたということでございますので、

来年度以降も、そういう活動には力を入れていきたいと思っています。 

 トラストバンクの講師を招いて勉強会を行ったものは、尾鷲市が主に今ふるさと

納税の、いわゆるサイトを委託しているふるさとチョイスというサイトがあるので

すが、そこを運営している会社の方に勉強会を開かせていただきました。 

 というのは、魅力ある商品を魅力ある見せ方ですれば、尾鷲市の潜在能力からい

って、もっとふるさと納税の金額を伸ばすことができるという、そういう応援もい

ただきまして、やはり事業者様に魅力ある商品をつくる能力がもう潜在的にあると
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いうお話もいただきまして、商品開発の力の入れ方、あとは、商品をどのような思

いでどういうふうにつくったかという過程もきちっとホームページで見せることに

よって、もちろん商品自体の見せ方も大事なんですが、ストーリーもつくりながら

一緒にやっていきましょうという、非常に事業者の皆様にも、いわゆる勇気づけを

していただけるような有意義な会だったと思いますし、トラストバンク様も、実際

の尾鷲に来ていただいての勉強会以外にも、常にアドバイスをいただいております

ので、それも含めて、魅力ある商品の開発とふるさと納税額の拡大に努めていきた

いと思っておりますので、続けていきたいと思います。 

○野田委員  それに加えて、最後の３月２４日の寄附金の実績は、令和２年度の

市役所取組について説明ということで、これについては、ふるさと納税出品事業者

勉強会というのがあります。要は、何が言いたいかというと、これは地道な活動だ

と思いますので、気づきというか、事業者の方もそうですし、行政もそうですし、

それに値する返礼品をいただいた方の感触という部分も十分捉えていかないと伸び

てきませんので、別に大きな魅力がある尾鷲市というわけでもないと思いますので、

そこら辺は十分、大変ですけど検討していただきたいと思いますので、よろしくお

願いします。 

 以上です。 

○南委員長  他にございませんか。 

 よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○南委員長  ないようですので、政策調整課の審査を終わります。 

 ここで１０分間休憩します。 

（休憩 午後 ２時００分） 

 

（再開 午後 ２時０８分） 

○南委員長  休憩前に引き続き、委員会を続行いたします。 

 次に、財政課、議案第５８号の決算についての説明を求めます。 

○岩本財政課長  財政課です。よろしくお願いいたします。 

 それでは、議案第５８号、令和元年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算の認定につい

てのうち、財政課に係る決算について御説明申し上げます。 

 説明につきましては、当課の決算を抜粋して、資料に取りまとめておりますので、

そちらのほうで説明させていただきたいと思います。 
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 委員会資料の１６ページを御覧ください。 

 表の中で数字が二段書きになっている項目は、上段の括弧書きが決算書の数値で、

下段がそのうちの財政課分でございます。 

 それでは、まず、２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費のうち、財政課

分につきましては、予算現額１３５万６,０００円に対しまして、支出済額１２８

万３,２９７円、不用額が７万２,７０３円でございます。 

 各節の主な内容といたしましては、１１節需用費の支出済額２８万３,７１７円

のうち、用紙の購入や追録等の消耗品費が２３万７,５１７円、予算書等の印刷製

本費が４万６,２００円でございます。 

 １２節役務費５,８１２円は全額郵送料でございます。 

 次に、１３節委託料８８万５,６００円は、固定資産管理・公会計システム保守

委託料５８万８,６００円及び新地方公会計支援業務委託料２９万７,０００円でご

ざいます。 

 １４節の使用料及び賃借料１０万８,１６８円は、全額複合機の使用料でござい

ます。 

 続きまして、３目財産管理費は、予算現額７億９,９５５万８,０００円に対しま

して、支出済額は７億９,８７４万４,４８０円、不用額は８１万３,５２０円でご

ざいます。 

 主な内容といたしまして、１１節需用費の支出済額５１万９,８４３円は、普通

財産に係る光熱水費４１万３,０６５円、同じく修繕料１０万４,４４０円が主なも

のでございます。 

 次に、１２節役務費９２４万４,６３７円のうち、主なものは、建物総合損害共

済、自動車損害共済等の保険料が５６３万６６０円、遊休市有財産の売却に係る登

記手数料２００万６,３０７円、その四つ下になりますが、不動産鑑定手数料６７

万６,０８０円等でございます。 

 次に、２５節積立金７億８,８９８万円につきましては、主なものとして、財政

調整基金積立金５億９,５３２万１,０００円、尾鷲みどりの基金積立金３,１５６

万４,０００円、ふるさと応援基金積立金１億４,０２９万円ほか、記載のとおりで

ございます。 

 次のページを御覧ください。 

 次に、４目契約検査費は、予算現額９２万２,０００円に対しまして、支出済額

が７３万４,０６２円、不用額が１８万７,９３８円でございます。 
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 主な内容といたしまして、１３節委託料６７万２,４２４円で、内訳は、入札参

加登録業務委託料４０万５,１２４円、工事検査業務委託料２６万７,３００円でご

ざいます。 

 また、１４節使用料及び賃借料２万２,０００円は、入札関連のデータベース使

用料でございます。 

 続きまして、３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費のうち、財政課

分は、予算現額２億９８５万５,０００円に対しまして、支出済額は２億９０１万

４,６３４円、不用額は８４万３６６円で、全額国民健康保険事業特別会計への繰

出金でございます。 

 同じく、９目後期高齢者医療費のうち、財政課分は、予算現額４億１,０２１万

円に対しまして、支出済額は４億１,０２０万９,０３７円、不用額は９６３円で、

全額後期高齢者医療事業特別会計への繰出金でございます。 

 次に、４款衛生費、５項上水道費、１目上水道整備費は、予算現額１,８３４万

６,０００円に対しまして、支出済額１,８３４万５,３７８円、不用額が６２２円

で、これは水道事業会計への負担金でございます。 

 同じく、６項病院費、１目病院費は、予算現額、支出済額とも同額の４億２,５

００万円で、全額病院事業会計への負担金でございます。 

 続きまして、７款土木費、５項都市計画費、３目公共下水道費は、予算現額６２

万６,０００円に対しまして、支出済額６２万５,７８６円、不用額が２１４円、こ

れは公共下水道事業特別会計への繰出金でございます。 

 なお、公共下水道事業特別会計につきましては、起債償還の終了に伴い、本年３

月末をもって廃止をさせていただいたものでございます。 

 続きまして、１１款公債費、１項公債費、１目元金につきましては、予算現額１

１億９,２４４万円に対しまして、支出済額１１億９,２４３万９,５８４円、不用

額が４１６円で、市債の元金償還金でございます。 

 同じく、２目利子のうち、財政課分は、予算現額５,４５７万４,０００円に対し

まして、支出済額５,４５７万３,３９６円、不用額が６０４円で市債利子の償還金

でございます。 

 次に、１２款予備費につきましては、令和元年度における他科目への充用はござ

いませんでした。 

 それでは、次に、地方消費税の社会保障財源化分の充当について御説明を申し上

げます。 
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 決算参考資料の２５ページを御覧ください。 

 令和元年度における社会保障４経費その他社会保障施策に要した経費は、２５億

２,８７６万５,０００円となっており、表の財源内訳にございます、国、県支出金

等の特定財源を充当した残りの一般財源充当額が１０億９,２５２万８,０００円で

ございます。この一般財源のうち、地方消費税交付金の社会保障財源分として１億

３,４９７万円を充当しております。 

 続きまして、２６ページを御覧ください。 

 次に、都市計画税の充当状況について御説明申し上げます。 

 令和元年度の都市計画税の収納額は、現年度分、滞納繰越分の合計で１億２,５

８０万１,０００円でございました。 

 対しまして、都市計画事業等に要した経費につきましては、表にありますとおり、

街路事業が６,３７２万円、公園事業が２,７７３万１,０００円、下水道事業が６

２万６,０００円、その他、ごみ焼却事業が１億２,５４０万円及び都市計画事業の

財源として借り入れた地方債の償還額が２,２６２万５,０００円で、合計２億４,

０１０万２,０００円でございます。このうち、特定財源を差し引いた残額である

２億３,７２４万２,０００円に対し、都市計画税及び都市計画事業基金を充当した

ものでございます。 

 次に、決算関連といたしまして、令和元年度地方財政状況調査の概要について、

続けて御説明させていただきたいと思います。 

 別冊資料の１ページを御覧ください。 

 まず、（１）収支でございますが、令和元年度の歳入決算額は１０４億１,０１

３万６,０００円、歳出決算額は１０２億１,６９６万円となり、歳入歳出差引額は

１億９,３１７万６,０００円となっております。この歳入歳出差引額から翌年度に

繰り越すべき財源７３万５,０００円を差し引いた実質収支は１億９,２４４万１,

０００円でございます。 

 また、この実質収支から前年度の実質収支を差し引いた単年度収支はマイナス２,

５９０万３,０００円、単年度収支から、財政調整基金への積立、取崩額を加味し

た実質単年度収支は１億３,６７３万８,０００円の黒字となっております。 

 続きまして、２ページを御覧ください。 

 （２）主な財政分析指標である経常収支比率につきましては９８.２％で、前年

度と同率となりました。これは、分母となる歳入の経常一般財源が普通交付税の増

額等により０.７％増加したものの、分子となる歳出の経常経費充当一般財源につ
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きましても、公債費等の増加により０.８％増加したことによるもので、分母及び

分子が同程度増加したことによるものでございます。 

 続きまして、少し飛びますが、６ページを御覧ください。 

 中段の②性質別歳出の状況でございます。 

 まず、義務的経費につきましては、前年度と比較して、人件費及び扶助費が減額

となったものの、公債費の増加により、９,５６０万円の増額となりました。また、

投資的経費につきましては、本庁舎耐震事業及び防災無線デジタル化事業により３

億２,７２９万８,０００円の増額となっております。 

 その他の経費につきましては、主に物件費、積立金の減少により、２億１,０４

３万１,０００円の減額となっております。 

 続きまして、７ページを御覧ください。 

 （６）地方債の状況でございます。 

 上段の表①の地方債現在高につきましては、令和元年度の地方債発行額合計が９

億１,７２０万円で、元金償還額１１億９,２４４万円を下回ったことから、差引現

在高、一番右下になりますが、これは前年度比２億７,５２４万円減少し、９９億

６,４４４万２,０００円となっております。 

 最後に、８ページを御覧ください。 

 （７）基金の状況でございます。 

 主なものといたしまして、財政調整基金は、令和元年度の積立額が取崩額を上回

ったことから、年度末残高は１億６,２６４万１,０００円増加し、８億８,８６９

万５,０００円となりました。そのほか、主なものでは、減債基金及び都市計画事

業基金につきましては、当初予算における取崩しにより、前年度比較で、それぞれ

１億３,４９４万３,０００円、１億１,３０８万４,０００円の減額、基金合計では

３,９３９万４,０００円の減額となりました。 

 決算関連の説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○南委員長  以上が財政課に関わる決算の説明でございました。 

 御質疑のある方。 

○濵中委員  地方債の現在高のことでお伺いしたいと思います。 

 今通知したんですけれども。７ページですね。 

 元年度の発行額１億８,２３０万、大体例年同じぐらいですか。これ、前年度と

の比較がないので。事業の種類が違ってくるので、大きく違う年もあるのかなと思

うんですけれども。大体毎年これぐらいなのか。 
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○岩本財政課長  すみません。今言われたのは過疎対策事業債。 

○濵中委員  ああ、そういうことね。過疎債。 

○岩本財政課長  はい。傾向としては、国のほうの配分額が若干減少傾向にあり

まして、ソフト分とハード分、両方あるんですけれども、特にハード分のほうの配

分額につきましては若干、今年度も含めて、落ちてきておるような状況があります。 

 今後また、今回の場合は、特に国体とかがあって、それによって確保された分も

ありますので、来年どうなるか分かりませんけれども、その辺は注視していきたい

と思っております。 

○南委員長  課長、ハードとソフトでは大体どんなものなの、振り分けとして。 

○岩本財政課長  大体、例年ベースでいうと、ソフト分が４,０００万から５,０

００万ぐらいで、ハード分が２億強で推移しております。 

○南委員長  他にございませんか。 

○奥田委員  今の尾鷲市財政状況調査、決算統計の概要の１ページのところで、

実質収支ですね、この繰越し、令和元年度は１億９,２００万余りありますよね。 

 予想どおりというか、平成３０年度が２億１,８００万あって、２,５００万ぐら

い減っておるんですけど、以前、財政計画を出してきたときに、過去の平均という

ことで出してきたでしょう。僕は、それは間違いなく、今はシビアに予算編成して

おるもので、減ってくるんじゃないかということを申し上げて、やっぱりこれ、減

ってきておるもので、その辺、財政見通し、どうなっておるのですか。 

○岩本財政課長  以前、最初に財政見通しを出したときに、そういう御指摘があ

ったということで、去年度、今年度つくった財政見通しにつきましては、特に９月

につきましては、過去３年間で最も低かった額を、平均ではなくて、最少の額を財

政見通しとしては見込んでおります。 

○奥田委員  そうしておかなあかんわね。そうしておかんと、今後また減ってく

るんじゃないかなというか、この元年度は、財調、ちょっと増えておったけど、基

金全体では４０万ぐらい減っておったということでしょう。分かりました。 

 それで、どこやったかな、都市計画税の使途があったでしょう。資料が見当たら

んのやけど。地方債の償還と、それから、ごみ焼却施設の修繕に使われているとい

うことですけど、何回も指摘しておるんですけど、都市計画税を負担しておるのが、

旧町内の人だけやものですから、その辺の周知徹底って、できておるのかなという

気がしてならんのですけど。 

 地方債の償還まで構うのですか。地方債なんて、全市民に関わってくるような気
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がするんですけど、それを償還に対して、旧町内の人だけしか負担していない都市

計画税を充てるってどうなのかな。 

○岩本財政課長  先に償還額に対して都市計画税を充てるということについては、

実務提要上、オーケーということは書かれております。 

 あと、使途の周知というのは、これも従前から指摘がありますので、毎年広報へ

掲載をするようにということで、現在は進めております。 

○奥田委員  この辺、やっぱり税の公平ということがあるので、街路事業とか公

園事業費はいいですよ。皆さんのためという、市民全体に関わるということで説明

はつくと思うんやけれども、ごみ焼却施設の修繕はやっぱり全市民に関わっておる

ことやし、地方債償還も、それはええんやという、法的には構わんのかもしれんけ

れども、その辺の、広報とかにもやっぱり書かれたほうがいいんじゃないかな。そ

ういうきちっとした周知をせんことには、これはやっぱり不公平はありますよね、

よう考えていくと、やっぱり。 

 どうですか。 

○岩本財政課長  その使途についての、どこにどういうふうに充てたという細か

い事業名までは書いておりませんけど、今出しておる充当状況のような形で、街路

事業、公園事業、下水道事業、その他ということで、そのぐらいの内訳では周知は

させてもらっておるという状況なんですけれども。 

○奥田委員  最後にしますね。 

 先ほど代表監査もええことを言うておったけど、行政って、決算って、あんまり

重きを置いていないじゃないですか。予算主義やもので。予算主義といったら悪い

かな。予算決算主義やけれども、予算に重きを置いておるでしょう。 

 でも、決算が大事なんですよね。僕は代表監査の言うとおりやと思うんですよ。

決算が、本当に誰のためでもない、尾鷲市民のための決算書なんですよね。 

 その決算について、やっぱりきちっと透明性を持って、きちっと公表していく、

こういうふうな形で、都市計画税もこういうふうに使われていますということは、

やっぱり周知徹底してくださいよ。ぜひお願いしておきます。 

○南委員長  他にございませんか。 

○野田委員  先ほどの尾鷲市財政状況の調査のほうなんですけれども、その中で

地方交付税が、③のところで、今回、決算上３８億３,０２８万７,０００円となっ

ていて、３０年度と比べて、２億７,０００万ぐらい増えておる状態。 

 それで、この間の補正予算において、今、地方交付税の予算上は３８億６,９０
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０万かな、そういう数字が上がっておると思うんやけれども、この２か年増えてい

るのは、この間の基準財政需要額とか、そんな形で、今回この２年度は上がってお

る形なんですか。 

○岩本財政課長  まず、昨年度、その前の年と比べて２億６,８００万ほど増額に

なっていますけれども、この要因というのは、一企業の固定資産税、特に償却資産

税の減少が大きく響いていまして、その他の市税の減少もあるんですけれども、そ

れらで基準財政収入額としては、全体で９,０００万ぐらい下がっております。こ

れは交付税の増額要因。 

 あと、需要のほうは、全体としては１億８,０００万ぐらい増加しております。

この要因というのは、公債費の増加、それから、臨時財政対策債への振替額が減少

したこと、それらが主な要因で、基準財政需要額で１億８,０００万。これ、増加

要因です。 

 ですので、収入の減と需要の増、合わせて２億６,０００万ぐらいの増加になっ

ておるということになります。 

 それから、今年度の増加要因というのは、前回お話ししたとおりで、地域社会再

生事業費が今年度から新たに算入されることになったというのが一番大きな要因に

なります。 

○南委員長  他にございませんか。 

○三鬼（和）委員  決算というよりかも、先ほど濵中委員のほうからも、過疎債

のことがあって、一番危惧するのは、合併特例債が１０年といっていたのが、１５

年とか２０年という、合併したところがね、しておるということで、割かし、その

辺と過疎債のすみ分けができておるんじゃないかなと思ってきたところもあるんで

すけど、これはもう合併特例債がなくなると、過疎指定のところの割合が増えるの

ではないかなという、想定のあれなんですけどね、そういったことについてはどう

なんですか。 

 あと、合併から２０年たっても、また、四、五年で、そういったようなところに

近づいてくるということがあるんですけど、それで、過疎債が使いにくくなってい

くと、もうすごく施策的なことというのは、うちの財政にとって大きな問題ではな

いかなと思うんですけど、それは財政課としてはどう、調査とか受け止め方の仕方

をしておるんですか。 

○岩本財政課長  確かに言われるように、合併特例債、合併してから結構長い期

間がたってきまして、そろそろ切れるようなところになってきておりますので、そ
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れがなくなってしまうと、起債の条件が同じですもので、過疎債のほうへ移行して

くるというようなことは十分考えられます。 

 それもあるんですけれども、もう一つは、別の起債も出てきておるというのもあ

りまして、緊急自然災害防災とか、あと、緊急防災・減災事業債であるとか、これ

も期限が延長されるかどうかというのは不透明なところはあるんですけれども、過

疎債の枠が狭まってきたことがあって、その同じ条件の起債へ乗り換えてください

よという指導も県から来ておりますし、何とかやりくりして、過疎債の枠を今確保

しておるというのが現状でございますので、その辺については、県なり国なりへ、

枠を広げてほしいという要望をしていくということが重要になってくるんじゃない

かなと思っております。 

○南委員長  よろしいですか。他にございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○南委員長  ないようですので、財政課の審査を終わります。ありがとうござい

ました。 

 続いて、今日の最後となるんですけれども、防災のほうを終了して、今日の締め

といたしたいと思います。今しばらく御協力をお願いいたします。 

 準備はよろしいですか。 

 それでは、防災課所管の決算の説明を求めます。 

○神保防災危機管理課長  防災危機管理課でございます。よろしくお願いいたし

ます。 

 議案第５８号、令和元年度尾鷲市一般会計歳入歳出決算の認定についてのうち、

防災危機管理課に関する決算状況につきまして、決算書を基に、主なものについて

は、主要施策の成果及び実績報告書で御説明いたします。 

 決算書の１２２、１２３ページを御覧ください。 

 ２款総務費、１項総務管理費、１２目防災費でございます。 

 １節報酬でございますが、有事の際の国民保護協議会が未開催のため、５万３,

０００円、全額不用額でございます。 

 ８節報償費の支出済額２４万円は、東京大学片田教授への防災危機管理アドバイ

ザーに係る報償費でございます。不用額１０万円は、建設技術センター様主催の下、

１２月に地域防災講演会「３.１１を学びに変える」を実施できたことによるもの

でございます。 

 次に、９節旅費につきましては、１節報酬と同様、国民保護協議会未開催及び講
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演会を建設技術センター主催の下、行ったため、７万１,０００円、全額不用額で

ございます。 

 次に、１１節需用費の支出済額９８３万２,２６３円につきまして、消耗品費３

２９万８,４１６円は、アルファ米、保存水などの公的備蓄品の購入額が主なもの

でございます。 

 光熱水費３４８万７,０５０円は、防災センターの電気水道代、防災行政無線子

局及びエリアワンセグ局の電気代でございます。 

 修繕料３０１万４,３０８円は、市内各所避難路簡易修繕、防災無線等修理代が

主なものでございます。不用額１３６万３,７３７円につきましては、公的備蓄品

購入に係る入札差金でございます。 

 ここで、関連する事業内容を主要施策の成果及び実績報告書により担当より御説

明いたします。 

○田口防災危機管理課主事  それでは、主要施策の成果及び実績報告書の２７ペ

ージを御覧ください。 

 市内各所避難路簡易修繕について説明いたします。 

 本市では、南海トラフ巨大地震発生時には、地震後十数分で津波が来襲すること

が危惧されており、迅速な高台への避難を行い、被害を最小限に抑えるためには、

安全な避難路の整備、修繕が急務でございます。このことから、避難の際の安全性

を高めることを目的に事業を実施しました。 

 事業の内容としましては、地区や区の要望に基づき、緊急性の高い箇所から順次、

手すりの設置や高台への避難経路の整備を行いました。 

 令和元年度の事業成果ですが、市内８か所の避難路整備を行い、避難路の補修に

より安全性を確保し、減災に向けて人的被害軽減に努めました。 

 事業費の２３５万７,０００円につきましては、全てその他特定財源でございま

す。 

 以上で説明を終わります。 

○神保防災危機管理課長  決算書の１２２、１２３ページにお戻りください。 

 １２節役務費の支出済額１４５万３,６０７円につきまして、通信運搬費５９万

２,２４８円は、防災センター電話使用料、衛星電話使用料が主なものでございま

す。 

 手数料では、浄化槽保守点検等手数料３１万１００円、油処理剤廃棄手数料１５

万１,８００円、ページをおめくりいただいて、５ＧＨＺ帯無線アクセスシステム
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再免許申請代行手数料１６万５,２００円が主なものでございます。 

 次に、１３節委託料の支出済額２,１１４万３,１３４円につきましては、防災行

政無線デジタル化業務委託料３７３万６,８００円、ネットワーク関係の防災無線

保守点検業務委託料２７１万４,１００円、土砂災害情報相互通報システムの保守

点検業務委託料４６９万４,９３８円、エリアワンセグシステム保守料８２５万円、

防災行政無線デジタル化に伴う監理業務委託料１４７万円が主なものでございます。 

 次に、１４節使用料及び賃借料の支出済額２５万７,９７３円につきましては、

備考欄の内訳どおりでございます。 

 １２６、１２７ページを御覧ください。 

 １５節工事請負費の支出済額９,０９９万３,７４０円につきましては、エリアワ

ンセグ受信端末設置工事費、室内アンテナ２２件、屋外アンテナ５５件の設置に係

る費用でございます。防災行政無線デジタル化事業工事費でございます。 

 ここで、関連する事業内容を主要施策の実績報告書により担当より御説明いたし

ます。 

○大和防災危機管理課長補佐兼係長  それでは、主要施策の成果及び実績報告書

２９ページを御覧ください。 

 防災行政無線デジタル化事業について説明いたします。 

 事業の目的は、電波法改正により、２０２２年１２月１日以降使用できなくなる

こと、また、緊急防災・減災事業債の期限が２０２０年度までであること、そして、

平成９年度に整備して以降２０年以上経過していることから、防災無線のデジタル

化を図るものであります。 

 次に、事業の内容についてですが、令和元年度上期に詳細設計業務を実施いたし

まして、令和元年度下期から令和２年度にかけて本体設備の更新を実施するもので

あります。 

 整備方針ですが、１、拡声局の配置については、津波浸水域外への整備を基本と

しています。 

 ２、拡声局等のマスト及び使用可能な設備については、極力再利用することとし

ています。 

 ３、長距離スピーカーの採用により、極力拡声局の局数を削減することとしてい

ます。 

 ４、各地区に複数の拡声局を配置することとしています。 

 ５、中継所は、保守性も考慮し、最適な場所に新設することとして、谷ノ山に整



－５７－ 

備いたしています。 

 次に、事業成果ですが、上期には整備方針に基づいた詳細設計を実施することが

でき、下期には本体設備更新のための工事請負契約を締結することができました。

令和元年度中の主な工事内容は、工場における機器の製作で、工事の進捗状況につ

きましては、設計書に基づき、着実に整備できております。 

 事業費につきましては、９,５４０万７,０００円で、そのうち、９,５４０万円

は、その他特定財源の防災行政無線デジタル化事業債であります。 

 以上で説明を終わります。 

○神保防災危機管理課長  １２６、１２７ページを御覧ください。 

 次に、１９節負担金、補助及び交付金の支出済額３３４万４６０円につきまして

は、三重県防災行政無線運営協議会の負担金７５万８,０００円と、三重県防災航

空隊運営費の負担金１６７万２,０００円などで、この二つの負担金は、三重県２

９市町各消防本部等で負担しております。 

 尾鷲市地域防災力向上補助金８０万１,５００円につきましては、自主防災組織

などの団体に対しての防災関連の整備事業に対する補助金でございます。 

 ここで関連する事業を主要施策の実績報告書及び担当より御説明いたします。 

○森本防災危機管理課主任  それでは、主要施策の成果及び実績報告書の２８ペ

ージを御覧ください。 

 尾鷲市地域防災力向上補助金について御説明いたします。 

 近い将来、発生が危惧されている南海トラフ巨大地震や増加傾向にある集中豪雨

などによる被害を最小限に抑えるためには、地域における自助、共助の取組が重要

であることから、地域における防災体制及び防災対策の充実強化を図ることを目的

に事業を実施いたしました。 

 令和元年度の事業成果につきましては、市内の自主防災組織が実施する減災事業

に対し、１６団体への補助金を交付いたしました。 

 内訳としましては、防災資機材等の充実を図る事業、６団体に対し２６万８,３

００円、自主防災会等で管理し得る備蓄品等の充実を図る事業、１０団体に対して

５３万３,２００円を交付いたしました。 

 事業成果といたしましては、各地域において不足している資機材や備蓄品等を把

握し、充実させることができ、また、補助金の活用方法について、地域で話し合う

ことにより、地域住民同士の連携強化及び防災意識の向上が図られたと考えており

ます。 
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 事業費につきましては、８０万１,５００円で、全てその他特定財源でございま

す。 

 以上で説明を終わります。 

○神保防災危機管理課長  決算書の１３０、１３１ページを御覧ください。 

 １４目諸費についてでございます。 

 ２款総務費、１項総務管理費、１４目諸費のうち、防災危機管理課に係る分につ

いて説明いたします。 

 １９節負担金、補助及び交付金の支出済額１４２万１,０００円のうち、当課に

係る分といたしまして、ページをおめくりいただいて、備考欄の紀北危険物安全協

会負担金１万円、指定ヘリポート管理負担金１万８,０００円で、九鬼地区の国道

３１１号沿いの緊急時ヘリポートの管理費でございます。 

 尾鷲地区防犯協会負担金９９万７,０００円、暴力追放推進会議負担金４万円は、

尾鷲市、紀北町で負担し、運営しております。 

 津波予測・伝達システム市町負担金１５万３,０００円は、三重県南部にＤＯＮ

ＥＴシステムを展開するための県に対する負担金です。 

 また、尾鷲市防犯委員会補助金１２万円は、尾鷲市防犯委員会へ補助するもので

ございます。 

 次に、消防費についてでございます。 

 ２８２、２８３ページを御覧ください。 

 ８款消防費、１項消防費、１目常備消防費でございます。 

 予算現額４億５,０４８万８,０００円に対し、支出済額４億５,０４８万７,６１

８円で、不用額３８２円でございます。 

 １９節負担金、補助及び交付金、内訳といたしましては、三重紀北消防組合負担

金４億４,４１９万８,０００円と、消防救急デジタル無線共通波設備負担金６２８

万９,６１８円でございます。 

 次に、２目非常備消防費でございます。 

 予算現額３,９９０万５,０００円に対し、支出済額３,６８４万３,９８６円で、

不用額が３０６万１,０１４円でございます。 

 不用額につきましては、当初予定していた消防団員の退職割合が低く、それに伴

い、８節の報償費の支払いが少なかったことなどが主な要因でございます。 

 次に、１節報酬の支出済額１,１６５万７,１３３円は、各消防団が定期的に実施

する訓練や合同で行う訓練手当で、備考欄のとおりでございます。 
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 年手当３１０万１,８３３円は、尾鷲市消防団条例で定められた額であり、団員

１９７名分の年手当でございます。 

 出動手当、１０５万７,３００円は、台風などの大雨、高潮警戒、また、火災な

どの出動手当でございます。 

 警戒手当１０万９,１００円は、市内で開催される尾鷲、賀田、三木里の花火大

会の警戒手当でございます。 

 次に、４節共済費の支出済額５５４万９,０３１円は、消防団員に対する公務災

害補償及び退職報償金の掛金でございます。 

 次に、５節災害補償費の支出済額１８７万８,７６８円は、消防団員に対する公

務災害補償費でございます。 

 ２８４、２８５ページを御覧ください。 

 次に、８節報償費の支出済額４６１万３,８３２円につきましては、消防団員退

職報償金でございます。不用額６４万８,１６８円の要因は、消防団員の退職者が

見込みを下回ったためでございます。 

 次に、１１節需用費の支出済額３３０万７,８７７円でございます。主なものと

いたしましては、消耗品費１３４万５,４３０円で、操法用ホース、消防団活動服、

手袋、半長靴などの購入費でございます。 

 燃料費４５万２,１０５円は、消防団車両の燃料費でございます。 

 光熱水費６２万２,７７３円は、１５分団ある消防団詰所の電気水道代でござい

ます。 

 修繕料８８万７,５６９円は、主に消防団車両９台分の車検整備代でございます。 

 次に、１２節役務費の支出済額１０５万３,５８０円につきましては、消防団詰

所の浄化槽保守点検等手数料、消防団車両の車検手数料、自賠責保険料が主なもの

でございます。 

 次に、１４節使用料及び賃借料の支出済額２６万７,５６５円は、消防団詰所の

ＺＴＶ回線使用料とＮＨＫ受信料でございます。 

 次に、１８節備品購入費の支出済額６９３万３,６００円につきましては、操法

用可搬ポンプ及び１０分団小型動力付軽積載車購入費でございます。 

 次に、１９節負担金、補助及び交付金の支出済額１３３万８,０００円につきま

しては、三重県、尾鷲市、紀北町で組織する消防協会紀北支会負担金６３万円と消

防団員福祉共済掛金５８万８,０００円が主なものでございます。 

 ２８６、２８７ページを御覧ください。 
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 ２７節公課費、支出済額２４万４,６００円は、消防団車両の自動車重量税でご

ざいます。 

 次に、３目水防費についてでございます。予算現額１１５万６,０００円に対し、

支出済額１１２万９,８３１円、不用額２万６,１６９円でございます。 

 この水防費につきましては、全額三重県からの委託により、市内に点在する樋門、

防潮扉等の管理を行うための様々な経費でございます。 

 以上でございます。 

○南委員長  ありがとうございました。 

 防災危機管理課の決算の説明は以上でございます。 

○濵中委員  主要施策のほうで、防災行政無線のデジタル化事業のことなんです

けれども、これはもう昨年度で、元年度で全部完了しておるんですよね。今放送さ

れておるのがこのデジタル化された音声ということですよね。 

○神保防災危機管理課長  整備につきましては、今年度３月末までということで、

今まだ、現在調整中で、まだマストで新しいスピーカーをつけていないところもご

ざいまして、あと２か所、新しいスピーカーができ次第、また再調整をして、今現

在もいろいろ電話等で、聞こえないとか、そういう苦情もいただいております。そ

れも今集約して、調整を図っております。 

○濵中委員  ありがとうございます。聞きたかったことを先に全部言っていただ

いたのかなと思うんですけれども。 

 やはり私も、デジタルの音になってから、聞こえないではなくて、そのうち内容

が分かりにくいとか、恐らく年齢の高い方から結構言われることが多いんですけれ

ども、ただ単純に耳が遠くなるという意味ではなくて、周波数の関係であったり、

あと年齢差、男女差とかで、デジタルに関しては、そういうことがよくあるという

ふうに聞きますので、完成までにはぜひ幅広い御意見を聴かれて、調整のほうをし

っかりとお願いしたいと思います。 

○奥田委員  決算書でいうと、１２６、１２７で、主要施策の成果及び実績報告

書の２８ページの尾鷲市地域防災力向上補助金について、お尋ねしたいんですけれ

ども、前年度、これを見ると、事業成果のところ、１６団体、非常にやっぱり減り

ましたね、これね。３分の１負担になって、２年目になるのかな、この令和元年で。 

（「３年目です」と呼ぶ者あり） 

○奥田委員  ３年目になるんですか。 

（「これは２年目の」と呼ぶ者あり） 
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○奥田委員  ２年目の決算でしょう。決算の２回目のあれやね、２年目で。 

 事業成果のところを見ると、資機材や備蓄品を把握し、充実させることができた、

防災意識の向上が図られたということなんですけど、どうなんですかね、この１６

団体という数字を見ると、以前からまたかなり減っているので、自主防災会の活動

ってどうなっておるのかなという気がして、どう見ています、担当課として。これ

ぐらいで、これが妥当なのかな。 

○神保防災危機管理課長  補助金を改定して、今年で３年目を迎えるので、また、

いろいろ実績も踏まえまして、検討はしていくつもりでございますが、まだ、委員

が前々からおっしゃられるように、使い勝手が悪いのは見えておるんですけれども、

それも分かった上で、じゃ、補助金を改定したわけで、まだちょうど３年目なので、

またその辺も検討させていただいて、課内でも議論しているところでございます。 

○奥田委員  ちなみに、自主防災会の令和元年度の増減ってどのぐらいか教えて

ほしいのと、今幾つあるのか教えてもらえませんか。 

○神保防災危機管理課長  今７５団体ですね。１団体減しております。 

○奥田委員  １団体減ですね。増えてはいないんですか。 

 だから、こういう、今課長言われたように、本当に使い勝手が悪いと思うんです

よね、これね。だから、新しく自主防災会をつくってくれと言っても、僕、言われ

るんですけど、あそこの地区につくったほうがいいんじゃないかなといって、つく

るように言ってやってくれとか、言われるんですよ。 

 でも、こういう使い勝手の悪い補助金で、やっぱり自助というのはあるけど、な

かなか、最初つくって何年かはきちっと補助してあげると、例えば、３年とか５年、

その後は３分の１は出してくださいって分かるのやけれども、いきなりこれからつ

くるところは、そうなるでしょう、３分の１を負担せなあかんという。 

 だから、なかなか自主防災会も新しく増えていかんのじゃないかなという気がす

る。また、一応検討してください。 

 もう一点だけ、決算書でいうと、１２２、１２３、主要施策の成果及び実績報告

書の避難路簡易修繕ですね。これも８か所ですね。２か所が手すり、６か所が避難

路、この８か所はどこかを教えてもらえませんか、ちなみに。 

○森本防災危機管理課主任  須賀利地区、三木浦地区、三木里地区、古江地区、

梶賀地区、賀田地区、早田地区、宮ノ上町内です。 

○奥田委員  分かりました。ありがとうございます。 

 ほとんど輪内が多いんですね、まだね。 
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 ただ、まだ、話を聞いておると、手すりがもっと欲しいなというところが至ると

ころあるみたいなので、これ１か所３０万かな、３０万限度でずっとやっていると

思うんですけど。 

 それで、前にも指摘したことがあるんですけど、賀田の保育園から小学校にかけ

ての避難路のところの整備って、何年かかけてやっておると、あれって、今どうな

っておるんですか。 

○森本防災危機管理課主任  今も継続してやっております。あと２年ぐらいで完

成予定なんですけれども。 

○奥田委員  分かりました。まあ、いいです。 

○南委員長  よろしいですか。 

 他にございませんか。 

○楠委員  それとはちょっと違うんだけれども、内容的には、市民参加による防

災対策ということになるかと思うんですけど、今回、台風１０号で九州地区で、コ

ロナ禍でいろんな、避難するに当たって、人数がオーバーして入れなかったとかい

うことがあったときに、各地区で自主防災が持っている資機材も含めて、上手な分

散をしないと、避難はしたけど、物がないというふうなことが出てきて、なぜかと

いうと、去年、今年と防災訓練をやっていないので、その辺を踏まえて、既に広報

されているのは、なるべくなら、親戚だとか知り合いのところに逃げてくださいよ

と、それも十分だと思うので、それはいい工夫だなと思うんですけど、トータルで

見たときに、これから大災害じゃないですけど、国が緊急の出したときに、分散し

たときとコロナ禍の問題を上手にやっていかないと、今集中して、この補助金を出

して、やっておくと、間に合うのかなとか、その辺、気になるところなんですけど。 

○神保防災危機管理課長  備蓄品につきましては、コロナ禍も含めて、普段より

分散配備については、いつもより重点的にやっております。 

 今年度も、毎年やるんですけれども、今年度はコロナ禍ということで、そういう

防災訓練ができなかったのもあるのですが、土のうとかも含めて、分散配備に努め

る事業が大半を占めて、今現在やっております。 

○楠委員  そういうところで、一応取組をしてほしいのと、できれば、コロナ禍

で人を集めるというのは問題があるんだけど、時と場合によっても、もう一回防災

訓練をやってみて、どういう問題が出てくるのか、その辺の検証をしたほうがいい

んじゃないかなというふうに思うんですけど。 

○神保防災危機管理課長  防災訓練については、やらないというわけでもないの
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で、今月、１０月２５日を基準日といたしまして、できる範囲で、区長等に書面を

送って、回収して、どういった訓練をやるかというのを今、集計中でございまして、

できる範囲でやっていただくように指導しております。 

○南委員長  よろしいですか。 

○小川委員  予算書の１２３ページなんですけど、一般質問でも前に聞いていま

すが、忘れてしまいましたので、参考までに教えていただきたいんですけど、需用

費の中の消耗品費、備蓄米のところなんですけど、これ、何人分の何日分やったん

ですかね、これって、備蓄しているのは。 

○神保防災危機管理課長  人口の２割の５日分ですね。 

 県の配備では３日分でいいんですけど、うちはもう５日分。 

○南委員長  よろしいですか。 

○三鬼（和）委員  決算が終わって、自主防災会って、これ、もうスタートして

から何年になるんですか。 

○神保防災危機管理課長  自主防災会連絡協議会については平成１４年度に発足

いたしております。 

○三鬼（和）委員  発足当時というか、俺らも若かったというか、全体的に若い

人がどうかというのも踏まえてでも、特に海岸部であるとか、もともとから津波避

難とかを含めて、課題だった地域ですけどね、本市においては。防災会が始まって

から、古江とか三木浦のほうでもワーキングをやったりとかして、そうやけど、そ

れから、年代的にかなり高齢化になっておるので、やっぱり自主防災会の在り方と

いうのかな、これも、今までとは同じでは、違うと思うんですよね。年を取ってき

て、みんなしておるもので。 

 考える時期に来ておるんじゃないかなと思うんですけど、そういった議論という

のはしないんですか。防災会で一生懸命やってくれる人たちは別にしてでも、市全

体の防災対策とすれば、若干全体的に高齢化になっておるという中で、自助、共助

のところなんかもかなり弱まってきておるのじゃないかなと思うんですけど、その

辺は、全体的に調査したりとか、そういった取組というのは今後されないんですか。

どうなんですか。 

○神保防災危機管理課長  御存じのように、全国的にですけれども、高齢化とい

うのはもう進んでおると。その中で何をやるかということですけれども、実際、手

だてというのはないんですよね、これ。 

 うちとしてはもう、やっている取組としましては、やっぱり消防団、これも少な
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いんですけれども、若手の起用をどうやったらやっていけるかと、そういうところ

を補助していただいて、何とか調整を図るように努めてはおります。 

○三鬼（和）委員  そういった意味で、例えば、僕らが住んでおるところなんか

もかなり高齢化が高くて、防災訓練しようかといっても、もう歩けないとか、リヤ

カーで借りるにしても、何人も乗せやなあかんような現状というのも来ておるので、

やっぱり、全国的にもそういう傾向にあると言いながら、でも、本市は本市独自の

やっぱり防災対策というのはしていかなあかんわけやもので、もう、そういったこ

とも含めた対策に入る時期に来ておるのじゃないかなと思うのと、防災訓練の在り

方も、独自で提案してきてくれと言っても、可能ではない地区が出てきておると思

うので、その辺はいろいろまた研究してほしいなと思うんですけど、いかがですか、

その辺。 

○神保防災危機管理課長  そのように検討していきたいと考えます。 

○南委員長  以上で、防災危機管理課の審査を終わります。 

 本日の会議はこれにて終了いたします。ありがとうございました。 

（午後 ３時０４分 閉会） 

 


